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(二 十 日 鼠 胎兒 ニ 於 ケ ル檢 索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)

大 澤 光 男

[昭 和15年3月11日 受稿]

第1章 緒 言

人 及 ビ哺乳 類膜樣 迷路 ノ發生 學 的研究 ハ古來 識

者 ノ注 目スル所 ナ レ共,之 ガ詳細 ナル檢 索ハ困難

ニシテ,多 クハ部 分的斷 片的 ナ ル研 究ニ 止マ リ,

僅ニStreeter, Denis,詫 摩等 ノ業績ニ 於 テ系統 的

詳 細 ナル報告 ヲ見ル ノ ミナ リ.茲 ニ於 テ余ハ比較

發生學 的見地 ヨリ敷波 教授指 導 ノ下ニ 二十 日鼠 胎

兒ニ就 テ之 ガ檢 索 ヲ行 ヒ,次 ノ結果 ヲ得 タル ヲ以

テ之 ヲ報告 セ ン トス.

第2章 材料及ビ檢索方法

材料 ハ教 室所藏 ノ二十 日鼠 胎胎兒 標本 中 ヨ リ必

要 ナル階梯 ヲ選 定セ リ.胎兒 ハZenker氏 液又 ハ

10% Formolalkoholニ テ固定 シ,所 定 ノ方 法 ヲ

經テParaffinニ 包埋 シ,10-15μ ノ連續 横斷 切片

ヲ作製 セ リ.大 部分ハBorax-KarminノStuck-

farbungヲ ナ シ,必要 ニ應 ジHamatoxylin-Eosin

ノ複染 色 ヲ施 シタル モ ノニ シテ,コ ノ連續 切片 ヲ

詳 細ニ檢 鏡 スル ト同 時ニ,必 要 ナ ル 部分 ハ之 ヲ

Edinger氏 ノ擴 大描寫 器ニ ヨ リテ50-100倍 ニ擴

大 シ,Born-Peter氏 法ニ 從 ヒ複 成蝋 板模型 ヲ作製

シ,比 較觀 察 セ リ.

第3章 檢 索所見

階 梯1 胎兒Nr. 61原 節14:コ ノ胎兒ニ 於

テ菱腦 ノ背方左 右兩 側ニ 於 ケル外皮 ノ一部 ハ内腹

方ニ 向 ヒテ陷 凹 シ.盃 状 ヲ呈 ス.コ レ即 チ聽窩ニ

シテ,其 ノ腹 壁ハ聽 神經 節ニ 接 ス.コ ノ聽 窩壁 ハ

重 層上皮 ヨ リ成 リ,中 心部ニ 於 テ最 モ厚 ク,周 邊

部ニ 向 ヒ漸次 其 ノ厚 サ ヲ減 少 スルモ,周圍 ノ外 皮

トハ 明 カニ區 別セ ラル.(Fig. 1, A.)模 型 ヲ見 ルニ

Fig. 1A.

胎兒Nr. 61.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

聽窩 ノ頭 尾徑 ハ背腹徑 ヨ リ稍 々大 ナル 卵圓形 ヲ呈

シ,最 深 部ハ聽 窩 ノ中心 ヨリ稍 々尾方ニ 存 在 ス.

聽窩ハ廣 ク外 界ニ 開 口スルモ,コ ノ開 口部 ノ尾部

ハ 周圍 ノ外皮ニ ヨ リテ少 シ ク閉鎖 セ ラ レ ン ト ス

ル傾 向 ヲ示 シ,將ニ聽 胞 ノ形 成 ヲ開始 セ ントス.

(Fig. 1, B.)依 是觀 之,聽 窩 ノ閉鎖ハ 多 ク先 人 ノ

述 ブル ガ如 ク尾方ニ 始 マ リ漸次 頭方 ニ向 ヒテ進 行

ス.聽 窩 ハ半球状ニ 膨 隆 シテ菱腦ニ 近接 シ,兩 者

ノ間ニ ハ僅ニ 間質 ノ介 在 ヲ認 メ ラル.
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1914 大 澤 光 男

Fig. 1B.

胎兒Nr. 61.膜樣 迷路 模型 右側面觀.(×100)

階 梯2 胎兒Nr. 57 原 節20 長徑3mm:

コ ノ期 ニ於 テハ聽 窩 ハ全 ク閉鎖 セ ラレ テ聽 胞 ヲ形

成 シ,只 僅ニ聽 胞 ノ頭端 ノ一 部 ヲ以テ外皮 ト連絡

ス.(Fig. 2. A.)而 シテ聽 胞 ノ背外 壁ハ薄 キ單 層

骰子形 上皮 ヨ リ成ル モ,内 腹壁 ハ 厚キ重層 上皮 ヨ

リ覆ハ レLumenrandzoneヲ 現 ハシ,Macula

communisヲ 形 成 ス.(Fig. 2. A.)余 ハ コノ部分 ヲ

Fig. 2A.

胎兒Nr. 57.膜樣 迷 路右 側横斷 切片.(×78)

斜線 ヲ以 テ示 シ爾 後 ノ經 過 ヲ追 究 スル事 トセ リ.

Fig. 2B.

胎兒Nr. 57.膜樣 迷路 模型 右側面觀.(×100)

模型 ヲ見 ルニ聽 胞ハ 前階梯ニ 比 シテ其 ノ容積 ヲ増

加 シ,背 腹徑 最大 ナル卵圓形 ヲ呈 シ,頭 部ハ細 ク

シテ尾 部ハ稍 々大 ナ リ.而 シ テコ ノ期ニ 於 テハ内

淋 巴管 原基 質 ノ他何 等特 異 ノ構造 ヲ認 メズ.(Fig.

2, B.)

階梯3 胎兒Nr. 77 原 節33 長徑3.5mm:

コノ期ニ 於 テハ聽 胞 ハ次第ニ 膨 大 シ,外 皮 トノ連

絡 全 ク消失 ス.而 シテ聽 胞頭端 部 ヨ リ90μ 尾方 ノ

背 内側壁 ヨ リ頭 背外方ニ 向 ツテ聽 胞壁 ノ一部 膨 出

スル ヲ見 ル.コ レ即 チ内淋 巴管原基ニ シテ,其 ノ

外 側壁 ハ聽 胞 トノ間ニPlica verticalisヲ 認 ム レ

共,内 側壁 ハ漸次聽 胞壁ニ 移 行 シ,兩 者 ノ間 ニ明

カナル境 界ナ シ.(Fig. 3. A.)コ ノ際ニ 於 ケル 内

Fig. 3A.

胎胎Nr. 77.膜樣 迷路左 側横斷 切片.(×78)

淋 巴管ハ 長徑0.09mmヲ 有 シ,略 ボ圓 形管状 ヲ呈ス

.聽 胞 尾部 ハ少 シ ク内外ニ 扁平 トナ リ,尾 方ニ

向 ヒテ延 長 シ蝸牛殼 原基 ヲ示 ス.(Fig. 3. B.)聽

胞 ノ最後 ノ閉鎖 部 位 ノ内淋 巴管 ノ尖端 ト一致 スル

ヤ否 ヤハ動物 ノ種 類 ニ ヨ リテ異 ナ リ,種 々記載 ヲ

見 ル モ,二 十 日鼠胎兒ニ 於 ケル 内淋巴管 ハ聽 胞最

後 ノ閉鎖 部位 ト異 ル部 位ニ 於 ケ ル聽 胞壁 ノ膨出ニ

ヨリテ發 生 スルモ ノニ シテ,Finemannノ 説ニ 一

致 スル ヲ認 ム.聽 胞壁 ノ状態 ハ前 階梯 同樣ニ シテ,
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膜樣迷路 ノ形態學的發生ニ就テ 1915

Fig. 3B.

胎兒Nr. 77.膜樣 迷路 模型 左 側面觀.(×100)

内淋 巴管 ノ内壁ハ外 壁ニ 比 シテ厚 ク,何 レモ重 層

上 皮 ヨリ成 ル.聽 神經 節ハ聽 胞 ノ腹 壁ニ 密接 シ頭

尾ニ 亙 リ廣 ク存 在 ス.

階梯4 胎兒Nr. 6 長徑4mm:コ ノ期ニ

於 テハ内淋 巴管 ハ頭背 方ニ 向 ヒ テ益 々延 長 シ,

Plica verticalisハ 鉛 直半 規管嚢 ノ膨 出ニ ヨリテ

著 シク深 ク ナルモ,内 淋 巴管 内側壁 ト聽胞 内側壁

トノ間ニ ハ何等 ノ境 界 ヲ認 メズ.而 シテ内淋 巴管

ハ一 般 ニ内外 ニ扁平 トナルモ,聽 胞 ヘ ノ開 口部附

近ニ 於 テハ其 ノ斷 面 卵圓形 ヲ呈 ス.聽 胞 ノ頭 背部

ハ 頭背方ニ 向 ヒテ弓状ニ 膨 出 シ.且 コノ部 分ハ 内

Fig. 4A.

胎兒Nr. 6.膜樣 迷 路左 側横斷 切 片.(×78)

外ニ 扁平 トナ リテ鉛 直半 規管 嚢 ノ原基 ヲナシ,聽

胞外壁 ノ中央部 モ外方ニ 向 ヒテ少 シク膨 出シテ外

半規 管嚢 ノ原基 ヲ示 ス.(Fig. 4. A. B.)而 シテ外

半規管 嚢 ノ膨 出 ノ度 ハ鉛直半 規管嚢 ノ ソレニ比 シ

遙ニ 弱 シ.即 チ半規 管嚢 ノ發 生 ノ順序 ハKrause

ノ所 見 ト一致 ス.蝸 牛殼 原基 ハ 内外ニ 扁 平 トナ リ

且腹 内尾方ニ 延 長 シ,半 規管嚢 ト内淋 巴管 ヨリ成

ル迷 路上部 ト,蝸 牛殼 原基 ニ ヨリ形成 セ ラル ル迷

路 下部 トヲ區 別 シ得 ルニ 至 ル.(Fig. 4. B. C)模

型 ニ就 テ見 ル ニ,聽 胞 内側壁 ノ略 ボ中央 部,即 チ

Fig. 4B.

胎兒Nr. 6.膜樣 迷 路 模型左側面觀.(×100)

Fig 4C.

胎兒Nr. 6.膜樣 迷路模 型左 内面觀.(×100)
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1916 大 澤 光 男

蝸 牛殼 原基 ノ頭 方ニ テ 内淋 巴管 開 口部 ノ腹 内尾方

ニ當 リ,廣 範圍ニ 亙 ル 低 キ圓形 ノ膨 隆 ヲ認 ム.

(Fig. 4. C.) Denisハ 之 ヲdiverticale utriculo-

sacculareト 命 名シ,將 來内淋 巴管 ノ2分 枝 タル

橢圓嚢管 及 ビ球 嚢管 ヲ發 生 スル ト述 ベ,Krause

ハ之 ヲ球 嚢 ノ原 基 トナシ,詫 摩 ハ 内淋 巴管 ノ2分

枝 ノ ミナ ラズDuctus reuniens及 ビ前庭 盲嚢 ノ

一部 ヲ之 ヨ リ分化 スル ト述ベDenis氏 憩 室 ト命

名セ リ.余 モ記載 ノ便宜 上詫摩 ノ命 名 ヲ踏 襲 セ リ.

聽胞 ノ頭背部 ハ 内外兩 壁 共ニ 極 メテ薄 キ骰子 形上

皮 ニ ヨリ覆ハ ルル モ,其 ノ他 ハ厚 キ上皮 ヨリ成 リ

Macula communisヲ 形 成 ス.内 淋 巴管 ノ外側壁

ハ 内側壁 ニ比 シ薄 キ單 層 圓柱 上皮ニ シテ,蝸 牛殼

原基 ノ内側壁 ハ外 側壁ニ 比 シテ厚 ク,Lumenran-

dzoneモ 著 明 ニ認 メラル.聽 神經 節 ノ位置 的關 係

ハ前 階梯 ト同樣 ナ リ.

階梯5 胎兒Nr. 19 長徑4.5mm:聽 胞ハ

少 シク内外ニ壓 平 セ ラ レ背腹徑 最大ニ シテ,蝸 牛

殼 一層 ヨク發 育 シテ迷路 上部 ト迷路 下部 トノ區別

ハ 更ニ 明瞭 トナル.而 シテ蝸牛 殼 ト外 半規 管嚢 ト

ハ 其 ノ外 側壁ニ 於 テハ兩 者 ノ間ニ 淺 キ溝 ヲ生 ジテ

境 界 ヲ明瞭 ナ ラシ ムル モ,内 側壁ニ 於 テハ 之 ヲ認

メズ シ テ兩 者 滑 カニ 移行 ス.内 淋 巴管 ハPlica

Fig. 5A.

胎兒Nr. 19.膜樣 迷路 横斷 切片 右側.(×78)

verticalisノ 深 入 ト共ニ 者 シク延長 シ,且 内外ニ

扁平 トナ リ,其 ノ先端 ハ根部ニ 比 シ テ少 シク腫 脹

シ内淋 巴嚢 ヲ形成 ス.尚 ホ内淋巴管 ノ根 部聽 胞 ヘ

ノ開 口部ハ次 第 ニ狹 クナ ル傾 向 ヲ示 セ リ.鉛 直半

規 管嚢 ハ頭背 方ニ 向 ヒテ膨 出シ,初 メテ前 及 ビ後

半 規管嚢 ノ區 別 ヲ生 ズ.即 チ前 半規管 嚢ハ聽 胞 ノ

頭腹 端 ヨ リ頭 背方 ニ向 ヒテ走 リ,内 淋 巴管 ノ外方

ニ於 テ屈 曲シテ後半 規管嚢ニ 移行 シ,後 半規 管嚢

ハ之 ヨリ背尾 方ニ 向 ヒ聽胞 ノ背 尾端ニ 終ル.コ ノ

半 規管嚢 ノ屈 曲部ハ 將來橢 圓嚢 上竇 ヲ形成 スル所

ナ リ.(Fig. 5. B.)外 半規 菅嚢 ハ外方 ニ向 ヒテ膨

出 シ,前半 規 管嚢 トノ間ニ ハ判然 タル 境界 ナ ク兩

者 滑 カニ 移行 ス.之ニ 反 シ テ外半 規管嚢 ノ背 部 ト

後半 規管 嚢 トノ間 ニハ微 ナル溝 ヲ認 ム.蝸 牛殼 原

基 ハ腹 内方 ニ向 ヒ延 長 シ,將ニ囘轉 セ ン トス.

Denis氏 憩室 ハ前階 梯ニ 比 シ稍 々隆起 ヲ示 セ リ.

内淋 巴嚢 壁ハ總 テ單 層圓 柱 上皮 ナ レ共,内 淋 巴管

ノ外 側壁 ハ單層,内 側壁 ハ 重 層 圓柱上皮ヨ リ成

リ,コ ノ内側壁 上皮 ハ次 第ニ聽 胞 内側壁 ノ上皮ニ

移 行 ス.聽 神經 節ニ 於 テハ前 階梯ニ 比 シテ著變 ナ

シ.

Fig. 5B.

胎兒Nr. 19.膜樣 迷 路模型 右 側面觀.(×100)
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就テ 1917

階梯6 胎兒Nr. 22 長徑5mm:聽 胞 ハ背

腹徑 最 大ニ シテ,迷 路 上部 ト迷路 下部 トノ境 界ハ

外 側壁 ニ於 テ ノ ミナ ラズ,腹 側壁 ニ於 テ モ鉛 直半

規 管嚢 ノ頭 腹端 ト球嚢 原基 ノ間,内 側壁ニ 於 テハ

内淋 巴管 開 口部 トDenis氏 憩 室 ノ間 ヲ經 テ鉛直半

規管嚢 ト蝸 牛殼 ノ間 ヲ通 ル溝ニ ヨ リテ其 ノ大體 ヲ

決定 シ得 ル ニ至 ル.内 淋 巴管 ハ其 ノ長 軸 ヲ延長 シ

Plica verticalisハ 愈 々深 クナ リ,内 淋 巴嚢 ハ其

ノ横斷 面紡錘 形 ヲ呈 シ,其 ノ膨大 ハ愈 々顯著 ナ リ.

鉛 直半 規管嚢 ハ益 々膨 出 シ,且 内外ニ 扁平 トナ リ

其 ノ頭 背縁 ハ 弓状ニ變 曲シ,頭 腹 端及 ビ背 尾端 ハ

膨大 シ テ 前壺 腹部 及 ビ後壼 腹部 ノ原基 ヲ示 ス.

(Fig. 6. A.)外 半規管嚢 ノ背 尾部 ト後半 規管嚢 ト

ノ間 ノ溝 ハ愈 々明 カニ ナ リ,頭 腹方ニ 向 ヒテ延長

シ,鉛 直半 規管嚢 ノ經 過ニ 一致 スル溝 ヲ形成 ス.

Fig. 6A.

胎兒Nr. 22.膜樣 迷路 模型 右側面觀.(×100)

(Fig. 6. A.)コ ノ溝 ノ尾部 ハ後 壺 腹 部 ト外 半 規

管 嚢 ノ 境 界 ヲ ナ シ,Streeterノ 言 フlaterale

grooveニ シテ,Denis, Krause,詫 摩 ノ場合ニ 於

テモ認 メ ラ レ,將 來 益 々深 クナ リ橢 圓嚢 後竇 ニ於

ケルrundes Epithelgebildeノ 形成 ニ對 シテ重

要 ナル 意義 ヲ有 ス.(Fig. 6. B.)外 半 規管嚢 ハ外

方 ニ向 ヒテ膨 出 シ,其 ノ頭腹部 ハ前半 規管嚢ニ 漸

次 移行 セ リ.Denis氏 憩 室ハ聽 胞 内 側壁 ノ尾方1/3

ニ位シ,明 カナル膨隆 トシテ認 メ ラル.(Fig. 6. C.)

Fig. 6B.

胎兒Nr. 22.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

Fig. 6C.

胎兒Nr. 22.膜樣 迷路 模型右 内面觀.(×100)
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1918 大 澤 光 男

球 嚢 原基 ハ コ ノ期 ニ至 リ始 メテDenis氏 憩室 ノ

腹外方ニ テ聽 胞 ノ腹縁 ノ中央ニ 小 ナル膨 出 トシテ

出現 シ,(Fig. 6. A. B.)蝸 牛 殼ニ ハ滑 カ ニ移行

ス レ共,Denis氏 憩 室 トハ 淺 キ窪 ミニ ヨ リテ境 セ

ラル.蝸 牛 殼原基 ハ 内外ニ 扁平 トナ リ,腹 内方ニ

向 ヒテ延長 シ,尖 端 ヲ内方 ニ屈 曲 スル傾 向 ヲ示 ス.

(Fig. 6. A.)標 本 ヲ鏡檢 スルニ,内 淋巴嚢 壁 ハ平

滑 ニシ テ單 層 圓柱上皮 ヨリ成 リ,内 淋 巴管 ノ外 側

壁ハ 内側 壁ニ 比 シ菲 薄 ナ レ共,何 レモ圓柱 上皮 ヨ

リ形 成セ ラ レ,顯 微鏡 的ニ 内淋 巴嚢上皮 ト鑑 別 シ

難 シ.鉛 直半規 管嚢 ノ上皮 ハ一般ニ單 層骰 子 形上

皮 ヨ リ成 ル モ,其 ノ腹部 ハ重層 上皮 ヨ リ 覆 ハ レ

Macula communisヲ 形 成 ス.後 壺腹部 原基 ハ重

層圓柱 上皮ニ シテ,後 半規管 嚢 ト外半規 管嚢 トノ

間 ノ溝 ノ上皮 ハ特ニ 肥 厚 ス.Denis氏 憩 室及 ビ球

嚢 原基 ハ共ニ 重層 上皮 ヨ リ成 リ,蝸 牛殼原 基 ノ外

側壁ハ 内 側壁ニ 比 シテ薄 クLumenrandzoneヲ

缺如 ス.聽神經 節 ハ未 ダ上部 及 ビ下 部ニ 分離 スル

ニ至 ラズ.

階梯7 胎兒Nr. 4 長徑 5.5mm:内 淋 巴嚢

ハ次 第ニ 膨大 シ,内 淋巴 管 トノ區 別 ハ益 々明 カ ト

ナル.鉛 直半 規管嚢 ハ前階 梯ニ 比 シテ稍 々増 大 シ,

前 及 ビ後壺 腹部 ノ原基 ハ 明 カ トナ リ,其 ノ外 側壁

ニ於 ケル溝iハ著 シ ク深 クナ リ,全體 トシテ 内外ニ

扁平 ニ,且 其 ノ背 尾部 ハ外方 ニ向 ツテ少 シク彎 曲

ス.(Fig. 7. A.)外 半規 管嚢 ハ 外方ニ 向 ツテ膨 出

シ,聽 胞 ノ外 側 壁ニ 於 テ頭腹 方 ヨリ背 尾方ニ 向 フ

櫛 状 ノ隆起 ヲ形 成 ス レ共,外 壺腹部 ノ原基 ハ 明 カ

ナ ラズ.(Fig. 7. A. B.)球 嚢 原基 ハ可 ナ リ膨隆

シ蝸 牛殼 トノ間 ニハ 判然 タル境 界 ヲ認 メザ レ共,

Denis氏 憩室 ハ淺 トキ窪 ミニヨ リ境 セ ラル,Krause

ハ家 兎ニ 於 ケル球 嚢 原基 ハ,聽 胞 内側壁ニ 於 テ内

淋 巴 管 開口部 ノ尾方 ニ 出現 シ,發 育 スルニ 從 ヒ聽

胞 ノ腹 縁ニ 移動 ス ト言 フモ,二 十 日鼠ニ 於 テハ之

ト異 ナ リ,内 淋 巴管開 口部 ノ尾方 ノ膨 出ハDenis

氏 憩室ニ シテ,球 嚢原基 ハ 之 ト無 關係ニ聽 胞 ノ腹

縁ニ 膨出 ス,即 チDenis,詫 摩 ノ所 見ニ 一致 ス.

Fig. 7A.

胎兒 Nr. 4.膜樣 迷路 模型右 側面觀.(×100)

Fig. 7B.

胎兒Nr. 4.膜樣 迷路横斷 切 片右 側.(×78)

Denis氏 憩 室ハ 内方ニ 向 ヒ球 形 ノ膨隆 トシテ認 メ

ラ レ,蝸 牛殼 ハ腹 方ニ 向 ツテ且 内外ニ 扁平 トナ リ

Denis氏 憩 室 ト略 ボ120度 ノ角度 ヲ挾 ミテ くノ字

形 ヲ呈 スル位 置 ヲ取 リ,其 ノ尖端 ハ腹 内方ニ 向 ツ
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テ延 長 ス.(Fig. 7. A.)内 淋 巴嚢 及 ビ内淋 巴管 ノ

上皮 ハ前階 梯 ト同樣 ナ レ共,鉛 直半 規管嚢 ノ腹 部

及 ビ外 半規 管嚢 ノ頭腹部 ハ重 層上皮 ヨリ成 リ,前

及 ビ外壺腹 櫛,橢 圓嚢 窩聽 斑 ノ共 同原 基 ヲナ スモ

Denis氏 憩 室 ヲ覆 フ上 部聽 斑 ト後半 規管 嚢 ノ尾部

ナル後壺 腹 部ニ アル後 壺腹 櫛 ノ原 基ハ未 ダ分離 セ

ズ.又 後 半規 管嚢 ト外半 規管嚢 ノ境 界溝 ハ愈 々深

クナ リ,コ ノ部ハ 重層 圓柱上 皮 ヨ リ覆ハ レ,將 來

橢圓嚢後竇 ニ於 ケルrundes Epithelgebildeノ 基

礎 ヲナ ス.Denis氏 憩 室 ト球 嚢 原基ハ共 ニ厚 キ重

層 上皮 ヨ リ成 リ,Lumenrandzone著 明 ニシテ,

蝸 牛殼 ノ内側壁 ハ外 側壁 ノ約2倍 ノ厚 サ ヲ有 ス.

神經 終末 ハ單 一 ニ シテ分 離 スル ニ至 ラズ.聽 神經

節ハ上部 及 ビ下部ニ區 別セ ラ レ,前 者 ヨ リ上枝,

後 者 ヨ リ下枝 ノ發 生 ヲ認 ム.

階梯8 胎兒Nr. 66 長徑6.3mm 内淋 巴嚢

愈 々膨 大 シ,且 内外 ニ扁平 ナル形態 ヲ現 ハ シ,其

ノ内面少 シク凸 凹 ヲ呈 ス.内 淋 巴管 モ延長 シ,其

ノ横斷 面 ハ 卵圓形 ヲ呈 ス.鉛 直半 規管 嚢ハ 其 ノ外

側 ニ於 ケル溝ハ 愈 々深 クナ リ,内 外兩壁 ハ接 近 シ

テ其 ノ中心部 ハ密 着 セ ン トス.(Fig. 8. A. B.)而

シテ後半 規管嚢 ハ 内淋 巴管 及 ビ後半 規 管嚢 ト外半

規管嚢 トノ境 界溝 ヲ結 ブ線 ヲ中心 トシテ少 シク外

Fig. 8A.

胎兒Nr. 66.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

Fig. 8B.

胎兒Nr. 66.膜樣迷 路 模型 右側面觀.(×75)

方ニ 傾 斜 ス.(Fig. 8. A. B.)後 半規 管嚢 ノ形成 ノ

度 ハ前半 規管嚢 ノ ソレニ比 シ輕度 ナ リ.而 シテ前

及 ビ後 壺腹 部 ノ原 基ハ愈 々明 カニ認 メラル.外 半

規管嚢ニ 於 テ モ兩 壁接 近 シテ扁平 トナルモ,其 ノ

度前2者ニ 比 シテ遙 ニ弱 ク外 壺腹部 ノ原基 モ漸 ク

認 メル ニ過ギ ズ.(Fig. 8. B.)外半 規管嚢 ト後半

規管 嚢 トノ境界 溝ハ深 クナ リ,其 ノ中ニ ハ頭 尾 ノ

方 向ニ 向 フrundes Epithelgebildeノ 存 在 ヲ認

ム.聽 胞 外側壁ニ 於 ケル外 半規管嚢 ト蝸牛殼 トノ

間 ノ境界 ハ愈 々明 カ トナ リ,迷 路 上部 ト迷 路下 部

トノ離斷 益 々著 明 ナ リ.Denis氏 憩 室及 ビ球 嚢 ノ

状態 ハ前 階梯 ト同樣ニ シテ,兩 者 ノ間ニ 於 ケル 窪

ミハ消失 シ滑 カニ移 行 ス,尚 ホ コノ期ニ 於 テハ蝸

牛殻 ノ尖端 ハ始 メテ外方 ニ向 ヒ螺旋状ニ囘轉 シ始

ム.茲ニ 於 テ檢 鏡 所見 ヲ述 ブ レバ,内 淋 巴管 開 口

部 ノ上 皮ハ重層 圓柱 上皮ニ シテ,滑 カニDeni氏

憩 室 ノ厚 キ上皮ニ 移 行 ス.鉛 直半規 管嚢 ノ上皮 ハ

單層骰 子 形上皮ニ シテ,内 腔 著 シク狹 小 ナル モ.

外半 規 管嚢 ノ上皮 ハ厚 ク,後半 規管嚢 ト外 半規 管
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嚢 トノ境 界 溝 ノ上皮 ハ重層 圓柱 上皮 ニシテ,神經

終 末 ト同一 ナ ル像 ヲ呈 ス.神經終 末 及 ビ神經 司配

ノ状 態 ハ前 階梯 ト同樣 ナ リ.

階梯9 胎兒Nr. 10 長徑 6.8mm内 淋 巴嚢

ハ次第ニ増 大 シ,内 淋 巴管 又延長 スルモ,其 ノ管

腔 著 シ ク狭 小 トナ ル.前半 規管嚢 ノ内外兩 壁 ハ其

ノ中央 ニ於 テ密着 シ,吸收 サ レ,初 メテ前半 規管

ヲ形成 ス.(Fig. 9. A. B.)二 十 日鼠 ニ於 テハ3半

規管 ノ中,前半 規管最 モ早 ク形 成セ ラル.即 チ前

半規管 ハ前壺 腹 部 ノ頭方 ヨ リ起 リ頭背 内方ニ 弓形

ニ彎曲 シ,内 淋 巴管 ノ外 側ニ 於 テ後半 規管嚢ニ 連

リ,其 ノ腹 縁 ハ圓形 ニシテ,背 縁 ハ尖鋭 ヲ呈 ス.

後 半規 管嚢 ノ内外兩 壁 ハ前階 梯ニ 比 シ著 シク接 近

シ,且 コ ノ嚢 ハ外 前方ニ 屈 曲 ス.而 シテ後壺腹 部

ハ其 ノ形状 明 カ トナ リ,共 同脚 及 ビ後半規 管嚢 ハ

單一 ナル腔 ノ連續 ヲナシ,其 ノ間ニ 境界 ヲ認 メ ラ

レズ.(Fig. 9. A.)外 半規 管嚢 ハ前階 梯 ニ比 シ著

シ ク外 方ニ 向 ヒテ膨 出シ,兩 壁接近 シテ扁平 トナ

リ,外 壺腹部 ハ 明瞭 トナル.後半 規 管嚢 ト外半規

管嚢 トノ境 界溝 ハ後半 規管嚢 ノ屈 曲 ト外半 規管嚢

Fig. 9A.

胎兒 Nr. 10.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

Fig. 9B.

胎兒 Nr. 10.膜樣 迷路 模型 右側 面觀.(×75)

ノ膨 出ニ ヨ リテ著 シク深 クナル.球 嚢 原基 ハ前 階

梯同樣 ナ レ共,Denis氏 憩室 ハ稍 々扁平 トナ リ,

少 シク背 方 ニ移 ス.蝸 牛殼 ノ尖端 ハ外 頭方ニ 向 ヒ

テ囘轉 シ,Denis氏 憩室 トノ間ニ 溝 ヲ生 ジ,同 時

ニDenis氏 憩室 ノ反對 側ニ テ外半 規管 嚢 ノ尾方ニ

前 庭盲嚢 ノ原基 ヲナ ス隆 起 ヲ生 ジ,外半 規管 嚢 ト

淺 キ溝ニ ヨリテ境 セ ラル.鏡檢 スルニ,内 淋 巴嚢

壁ハ 凸凹 不平ニ シテ單 層骰 子形上 皮ニ テ覆ハ レ,

内淋 巴管 壁ハ單 層圓柱 上皮 ナ レ共,開 口部 ノ内壁

ハ重層 圓柱上皮 ヨ リ成ル.前 半規 管 ノ上 皮ハ前壺

腹部 ノ部 分 ヲ除 キ單層骰 子 形上皮 ニ シテ,外 壁 ハ

内壁ニ 比 シテ厚 ク,共 同脚 及 ビ後半 規管嚢 ハ共ニ

單層骰 子 形上皮 ヨ リ覆 ハ レ,外 半 規管嚢 ノ上皮 ハ

他 ノ半 規管嚢 ノ上皮 ヨ リ厚 シ.又 外 半規管嚢 ト後

半規管嚢 トノ境 界溝ニ 於 ケルrundes Epithelge-

bildeハ 益 々明 カ ニ周圍 ヨ リ區別 セ ラル.神經 終

末ニ 就 テ見 見 ルニ,コ ノ期ニ 於 テ後 壺腹 櫛ハ下 部

聽斑 ヨリ分離 シ テ獨 立 ノ神經 終末 ヲ形 成 スル モ,

前,外 壺 腹櫛 及 ビ橢 圓嚢 窩聽 斑 ハ連續 シテ明 カナ
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ル境界 ナ ク,球 嚢聽 斑,橢 圓嚢 窩聽 斑 ハ連續 シ,

球嚢聽 斑 ハ蝸牛殼 ノ神經 上皮 及 ビDenis氏 憩 室 ノ

厚 キ上 皮 ニ漸次 移行 ス.コ ノ階梯ニ 於 テハ上枝 ヨ

リ前,外 壺 腹枝 及 ビ橢圓嚢 窩 枝 ヲ分 枝 シ,下 枝 ヨ

リ後壺 腹枝 及 ビ下 球 嚢枝 ヲ分 枝 ス.

階梯10 胎兒Nr. 67長徑7.3mm内 淋 巴嚢

及 ビ内淋 巴管ハ 共 ニ益 々發 育 シ,内淋 巴管ハDenis

氏憩 室 ノ頭方ニ 於 テ橢 圓球嚢 腔ニ 開 口 ス.(Fig.10.

C).前半 規 管 ノ形成 殆 ド完 了 シ,略 ボ圓形 管状 ヲ

呈 シ,前 壺腹部 ハ 顯著 ナル 膨隆 トシテ認 メ ラル.

(Fig. 10. B.)後 半規 管嚢 ノ中央ハ兩 壁密着 シ,吸

收セ ラレ,後半 規 管 ヲ形成 ス レ共,其 ノ頭方 及 ビ

腹方 ニハ未 ダ吸收 セ ラ レザル 部分 ヲ殘存 ス.(Fig

10. A. B.)後 半 規 管 ノ背 外縁 ハ鈍 圓 ヲ呈 スル モ,

内腹縁 ハ尖鋭 ニシテ,後壺 腹部 モ又明瞭ニ 認 メラ

ル.後 半規管 ノ形成ニ ヨ リテ共同脚 ハ茲 ニ明瞭 ト

ナル.即 チ コ ノモ ノハ 内外ニ 扁平 ニ シテ背 腹ニ 長

キ半 月状 ヲ呈 ス.(Fig. 10. A.)外 半

規 管嚢 ハ次ニ 扁平 トナ リ,外 方ニ 向 ヒ

テ膨 出 シ,外 壺腹 部 ノ原基 又明 カ トナ

ル.斯 ノ如 ク前,後 半 規管 及 ビ共 同脚

ノ形 成竝 ニ3壺 腹部 ノ明カ トナル ニ ツ

レテ橢 圓嚢 原基 ノ輪廓 ヲ認 識 シ得 ル モ

其 ノ境 界 ハ未 ダ明 カナ ラズ.球 嚢 原基

ハ前 階梯ニ 比 シテ著 シ ク腹 方ニ 向 ヒテ

膨 出 シ,橢 圓嚢 及 ビ蝸 牛殼 トハ淺 キ溝

ニヨ リテ境 セ ラルル モ,Denis氏 憩室

トハ何 等 ノ境 界 モ ナク移行 ス.(Fig. 10.

B. C.) Denis氏 憩室 ハ前 階梯 ニ比 シテ

著變 ナ ク,蝸 牛殼 ハ半囘轉 シ,内 外ニ

扁平 トナ リ,前 庭 盲嚢 ハ 明 カニ周圍 ヨ

リ區別 セラル.而 シテ共 同脚 ノ上皮 ハ

骰子 形上皮ニ シテ,半 規管 ノ上皮 ハ壺

腹部 ノ部分 ヲ除 ク他 ノ部分 ハ何 レモ骰

子 形 上皮 ヨ リ覆 ハ レ,外 壁 ハ内壁ニ 比

シ テ厚 ク,外半 規 管嚢 ノ上 皮ハ尚 ホ厚

キ上皮 ヨ リ成 ル.神經 終末 ハ前階 梯 ト

同樣ニ シテ,螺 旋神經 節 ト前 庭神經 節 ハ位 置的 ニ

區別セ ラル.

Fig. 10A.

胎兒Nr. 67.膜樣 迷 路横斷 切片 右 側.(×78)

Fig. 10B.

胎兒Nr. 67.膜樣 迷 路模型 右側 面觀,(×75)
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Fig. 10C.

胎兒Nr. 67.膜樣迷 路 模型右 内面觀.(×75)

Fig. 11A.

胎兒Nr. 11.膜樣 迷 路模型 右 側面觀.(×75)

階梯11 胎兒Nr. 11 長徑7.5mm

内淋 巴嚢 ハ紡錘状 ヲ呈 シ,内 淋 巴管 ハ共

同脚ニ 沿 ヒテ尾方ニ 走 リ卵圓 形孔 ヲ以 テ

橢圓球嚢腔ニ 開 口 ス.前 半規 管ハ前 階梯

ト略ボ 同樣ニ シ テ,其 ノ長 サ0.68mmナ

リ.後 半規 管ハ後 壺 腹部 ノ頭方 ヨ リ頭内

方ニ 向 ヒ弓状ニ彎 曲シ,共 同脚ニ 於 テ前

半 規管ニ 連 ル.而 シ テ後半 規 管 ノ長 サハ

0.466mmニ シテ,圓 形管状 ヲ呈 シ,前 半

規管ニ 比 シテ稍 々小 ナ リ.(Fig. 11. A. D.)

外半 規管嚢 ハ コ ノ時ニ 至 リテ外 半規管 ヲ

形 成 ス.即 チ外 半規 管ハ外 壺腹部 ヨ リ殆

ド水平ニ 背 方ニ 向 ヒテ走 リ,後 壺腹 部 ノ

頭 腹方ニ 於 テ内方 ニ彎 曲 シ,橢 圓嚢後竇

ニ開 口 ス.(Fig. 11. B.)其 ノ長 サ0.66mm

ニシテ圓形 ヲ呈 ス.3半 規管 ノ形成 セ ラ

ルル ト共ニ,前 及 ビ後壺 腹部 ハ其 ノ全貌

ヲ現 ハ シ,球 形 ノ膨隆 トシ テ 認 メ得 ル

モ,外 壺 腹部 ハ其 ノ發育前2者ニ 比 シ テ

少 シク弱 シ.壺 腹 部形成 ノ順 序 モ3半 規

管 ノ ソ レニ一 致 ス.又3半 規 管 ノ成 立ニ

ヨ リ橢圓嚢 窩,橢 圓嚢,橢 圓嚢上竇(共

同脚)橢 圓嚢後竇 ノ形状 ハ 明瞭 トナル モ,

之等 ト迷路 下部 トノ境 界ハ 明 カナラズ.

而 シテ橢 圓嚢 窩 ハ頭尾 ノ方 向ニ 扁平ニ シ

テ前壺 腹部 ノ背 尾内方,外 壺 腹部 ノ内方

ニ位 シ,橢 圓嚢 トノ間ニハ何 等 ノ境 ヲ有

セ ズ兩 者次 第ニ 移 行 スル モ,球 嚢 トノ間

ニハ内外兩 壁及 ビ腹壁ニ 於 テハ淺 キ溝 ヲ

隔 テテ境 セ ラル.橢 圓嚢 ハ橢 圓嚢窩 ノ背

内方 ニ位 シ,内 淋 巴管 開 口部 ノ外方ニ 於

テ橢 圓嚢後竇 之ニ 開 口シ,球 嚢 トハ上述

ノ溝 ニ ヨリテ境 スル モ,前 庭盲嚢 及 ビ橢

圓嚢 後後竇 トノ間 ニハ何等 ノ境 界 ヲ認 メ

ズ.共 同脚(橢 圓嚢上竇)ハ 前後半 規管 ノ

間 ニ位 シ,其 ノ形 ハ半 月状 ヲナ シ,頭 部

ハ 少 シ ク外方 ニ傾斜 ス.(Fig. 11. A. D.)
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橢圓 嚢後竇 ハ 内淋 巴管 開 口部 ノ背 方 ヨ リ外方 ニ向

ヒテ走 リ,後壺 腹 部 ニ滑 カニ 移行 ス.球 嚢原基 モ

圓形 ノ膨 出 トシテ明 カニ 認 メ ラ レ,(Fig. 11. A.

C.) Denis氏 憩室 ハ低 キ隆 起 トシテ現 ハ レ,球 嚢

トハ淺 キ溝ニ ヨリテ境 セ ラル.前 庭盲嚢 ハ外 方ニ

向 ヒテ囘轉 シ,前 階梯 ヨ リモ明 カ ナル突起 トシテ

認 メ ラ レ,蝸 牛殼 ハ3/4囘轉 シ,背 腹ニ 扁平 トナ リ,

其 ノ尖 端ハ 頭外方 ニ向ヘ リ.切 片 ヲ鏡檢 スルニ,

内淋 巴管 開 口部 ハ重層 圓柱 上皮ニ シテ,Denis氏

憩 室 ノ上皮 ト滑 カニ移 行 シ,前半 規管 ノ腹縁 ハ背

縁ニ 比 シテ厚 キ重 層骰 子形 上皮 ヨ リ覆ハ レ,後 半

規 管 ノ背縁 ハ腹縁 ニ比 シテ厚 キ重 層骰 子形上 皮 ヨ

リ成 リ,縫 際 ヲ認 ム.共 同脚 ノ内 壁ハ單 層骰 子 形上

皮 ナ レ共,外 壁 ハ厚 キ上皮 ヨ リ成 リ内側ニ 向 ヒテ

突出ス.(Fig. 11. D.)コ ノ厚 キ上 皮ハZylindere-

pithelstreifenノ 前 兆ニ シテ,コ ノ時 ニ於 テハ共

同脚 ノ頭部 ヨリ橢 圓嚢後竇 ニ於 ケ ルrundes Epi-

thelgebildeニ 連 ル.橢 圓嚢後竇ニ 於 テ後 及 ビ外

半規管 ノ橢 圓嚢ニ 開 口ス ル 部 分ニ ハ

rundes Epithelgebilde存 在 シ,コ ノ

モ ノハ乳頭状ニ 上 皮 ノ肥 厚 ヲ形成 シ,

櫛状 ノ像 ヲ呈 ス.橢 圓嚢 ノ内壁 ハ外壁

ニ比 シテ厚 ク,内 淋 巴管開 口部 及 ビ球

嚢聽 斑 ヘ ノ移 行部,橢 圓嚢窩聽 斑 ノ部

分 ハ厚 キ重層 圓柱 上皮 ニシテ,球 嚢及

ビDenis氏 憩室 トノ境 界 ハ認 メ ラ レズ.

球嚢 ト橢圓嚢 トノ内腔 ハ廣 ク交 通 シ,

球 嚢 ノ内及 ビ腹壁 ハLumenrandzone

ヲ有 スル厚 キ圓柱 上皮 ヨ リ覆 ハ レ,外

壁 ハ薄 キ上皮 ヨリ成ル.蝸 牛殼 ノ内壁

ハ外壁 ノ2倍 ノ厚 サ ヲ有 スル上皮 ヨ リ

形 成 セ ラル.橢 圓嚢窩聽 斑,前 壺 腹櫛

及 ビ外 壺腹 櫛 ハ各連續 シ,上 部聽 斑 ト

下 部聽 斑 ノ分 離 ハ未 ダ行 ハ レズ.神經

枝ニ 於 テハ橢 圓 嚢窩枝,下 球 嚢枝,前,

外 及 ビ後嚢 壺腹枝 ヲ認 メ,蝸 牛殼神經

ハ可 ナ リ強 キ纎 維束 トシテ現 ハ ル.

Fi g. 11B.

胎兒Nr. 41.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

Fig. 11C.

胎兒Nr. 11.膜樣 迷路 模型 右 内面觀.(×75)
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1924 大 澤 光 男

Fig. 11D.

胎兒Nr. 11.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

階梯12 胎兒Nr. 14 長徑8.2mm コノ期ニ

於 テハ耳嚢 ハ 初 メテ前軟 骨 トシ テ出現 ス.内 淋巴

嚢,内 淋 巴管 及 ビ3半 規 管ハ稍 々増 大 スルモ,其

ノ形状 ハ前階 梯 ト略 ボ同樣 ナ リ.(Fig. 12. A.)前

Fig. 12A.

胎兒Nr. 14.膜樣 迷路 模型右 側面觀.(×75)

壺 腹部 ハ橢 圓嚢窩 ノ頭 腹方ニ 位 シ,内 外 ニ短 ク背

腹 ニ長 キ橢 圓形 ヲナ シ,橢 圓嚢窩 トハ 滑 カニ 移行

ス.後 壺腹 部ハ背 腹ニ 短 ク内外ニ 長 キ橢 圓形 ヲナ

シ.橢 圓嚢 後竇 ノ背 尾外方 ヲ占 メ,之 ト境 界 ナク

移 行 ス.外 壺腹部 ハ橢 圓嚢 窩 ノ外方ニ 明瞭 ナル膨

隆 トシ テ認 メラ レ,其 ノ形 状ハ橢 圓形 ヲナシ橢 圓

嚢 窩 トハ境 界 ナク移行 ス.橢 圓嚢 窩 ノ位置 及 ビ形

状ハ前階 梯 ト同樣ニ シテ,球 嚢 トノ境 界溝 ハ次 第

ニ深 クナル.橢 圓嚢 ト橢圓嚢 窩,橢 圓嚢 後竇,球

嚢 及 ビ前庭 盲嚢 トハ 明確 ナル境界 ヲ缺 キ,球 嚢 ト

ハ尚 ホ廣 ク交 通 シ橢 圓球嚢 腔 ヲ形成 ス.(Fig. 12.

C.)共 同脚 及 ビ橢 圓嚢 後竇 ハ前階梯ニ 比 シテ著變

ヲ見 ズ.球 嚢 ノ形 成ハ著 シク進展 シ,橢 圓嚢 トハ

廣 ク相 通 ズ レ共,内 側 壁ニ 於 テハ球 嚢 ト蝸牛殼 ト

ノ間 ヲ背 腹 ニ向 フ溝ニ ヨ リテ蝸牛殼 ト分 離 シ,背

方 ハDenis氏 憩 室 ヨリ分化 スル 内淋 巴管 ノ末 端及

ビDuctus reuniensニ 接 シ,外 側壁ニ 於 ケル 蝸牛

殼 トノ間ノ溝ハ著 シク深 クナ リ,明 カナル膨 出 ト

シテ認 メラル.(Fig. 12. A. B.) Denis氏 憩 室ハ

コノ階梯ニ 於 テハ,其 ノ中央ニ 出現 セル淺 キ窪 ミ

ニヨ リDuctus reuniensノ 原基 ト

内淋 巴管 ノ末端 トニ分 化 シ,既ニ1

箇 ノ膨 出 トシテ ハ認 メ難 シ.Ductus

reuniensノ 原基 ハDenis氏 憩 室 ノ

中央ニ 出現 セル淺 キ窪 ミニ ヨル 外,

球嚢 ノ蝸 牛殼 トノ間及 ビ蝸 牛殼 ノ附

着部 ト橢圓嚢 後竇 トノ間 ノ溝 ノ深 ク

ナル事ニ ヨ リテ形 成セ ラル.蝸 牛殼

ノ附着 部ハ背 腹 ニ長 ク内外 ニ扁平 ナ

ル半 月状 ヲナ シ,橢 圓嚢 及 ビ球 嚢 ト

廣 範圍 ニ亙 リテ結 合 シ,蝸 牛 殼 ハ1囘轉

ス.鏡檢 所見 ヲ述 ブ レバ,外半 規管

ハ單層骰 子形 上皮 ヨ リ成 リ,共 同脚

ニ於 ケルZylinderepithelstreifen

ハ 内側ニ 向 ヒテ突出 シ,橢 圓嚢 後竇

ニ於 ケルrundes Epithelgebildeニ

連 ル.而 シテ蝸 牛殼 ノ内壁 ハ外壁ニ
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就テ 1925

比 シテ厚 ク約3倍 ノ厚 サ ヲ有 ス.

コノ期 ニ至 リテ外淋 巴槽,前 庭 階

及 ビ鼓室 階ニ 相 當 スル部 分ハ間 質

細胞 ノ排 列粗 トナ リ,明 カニ 周圍

ヨ リ區別 セ ラル.是 レ即 チ外淋 巴

腔 ノ原基 ニ シテ,發 育 スルニ 從 ヒ

次第ニ 液 化 シテ外淋 巴系統 ヲ形 成

スルモ,コ ノ時 ニ於 テハ 未 ダ外 淋

巴槽,前 庭階 及 ビ鼓 室階 ヲ區別 ス

ル能 ハ ズ.而 シ テ外淋 巴槽 及 ビ前

庭階 ハ 同程度 ノ發育 ヲ示 セ共,鼓

室階 ハ發 育 ノ程 度弱 ク,僅ニ 識 別

シ得 ル ニ過 ギズ.

外淋 巴槽 及 ビ前 庭階 ハ互ニ 接續

スル腔 ヲ形 成 シテ其 ノ境界 不明 ナ

レ共,球 嚢,橢 圓嚢及 ビ蝸牛 殼初

部 ヨ リ圍 マ レタル部 分 ヲ外淋 巴槽

トナ シ,之 ヨ リ尾方ニ 於 テ蝸 牛殼

ノ腹 外方ニ 接 スル部 ヲ前 庭階 トナ

Fig. 12B.

胎兒Nr. 14.膜樣 迷路模 型右 内面觀.(×75)

ス.鼓 室 階ハ蝸 牛殼 ノ基 底囘轉 ノ内方ニ僅 ニ認 メラル.神經 終 末 及 ビ神經 司配 ノ状 態 ハ前階梯 ニ同 ジ.

Fig. 12C.

胎兒Nr. 14.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

Fig. 12D.

胎兒Nr. 14.膜樣 迷路 横斷 切 片右 側.(×78)
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1926 大 澤 光 男

階梯13 胎兒Nr. 16 長徑10.2mm 膜樣 迷

路 ハ前 階梯ニ 比 シテ著 シ ク増大 ス.即 チ 内淋 巴嚢

ハ著 シク膨 大 シ,内 淋巴管 又延 長 シテ,共 同脚 ノ

腹 内方 ヲ尾方ニ 走 リ卵圓 形孔 ヲ以 テ橢 圓嚢 ノ内側

壁ニ 注 グ.(Fig. 13. B. C.)3半 規管 ノ經過 及 ビ其

ノ形状 ハ略 ボ前階 梯 ト同樣 ニ シテ各 其 ノ長 サ ヲ増

加 ス.前壺 腹部ハ橢 圓嚢 窩 ヨリ完全ニ 分 離 シ,其

ノ尾壁 ニ於 テハ溝 ヲ以テ境 セ ラル.外 壺腹部 ハ橢

圓形 ヲナ シ,コ レ又橢 圓嚢 窩 ヨ リ完 全ニ 分離 シ,

其 ノ尾壁 ニ於 テ ハ前壺腹 部 ト同樣ニ 溝 ヲ以 テ之ト

Fig. 13A.

胎兒Nr. 16.膜樣 迷 路 模型 右 側面觀.(×75)

境 ス.後 壺腹部 ハ橢圓形ニ シテ橢 圓嚢 後竇ニ 滑 カ

ニ移 行 ス.橢 圓嚢 窩 ト球嚢 トノ境 界溝 ハ著 シ ク深

クナ リ,前 及 ビ外 壺腹 部 ト橢圓嚢 窩 トノ交通 口ハ

各橢 圖形 ヲ呈 ス.(Fig. 13. B.)橢 圓嚢 ト橢圓嚢窩

トノ間ニ ハ明 カナル境 界 ヲ缺 キ,橢 圓嚢 ハ腹 外方

ヨ リ背 内方ニ 走 リ共 同脚 ノ背 方ニ 於 テ橢 圓嚢後竇

ニ連 リ,其 ノ間ニ外半規管ノ單脚及ビ共同脚之ニ

開 口ス.橢 圓嚢 後竇 ハ著 シク其 ノ大 サ ヲ増 加 スル

モ,共 同脚 ハ卵圓形ニ シテ前 階梯ニ 比 シ稍 々細 ク

ナ リ頭尾徑 ヲ増加 ス.(Fig. 13. A.)橢 圓嚢 ハ前 庭

盲嚢 ト完全ニ 分離 シ,球 嚢 トノ分 離 モ著 シク進 展

シ,内 外兩 壁ニ 於 ケル境 界溝 ハ著 明 トナ リ,兩者 ハ

圓形 孔ニ ヨ リ交通 ス.即 チ球嚢 ハ頭方 ノ一 部 ト腹

方 及 ビ尾方ハ全 ク遊離 シ,背方 ハDuctus reuniens
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就 テ 1927

及 ビ頭方 ノ大部 ヲ以 テ橢 圓嚢 ト結 合 シ,

腹 尾方ニ 向 フ圓形 ノ膨 隆 トシテ認 メラル.

(Fig. 13. A. C.) Ductus reuniensハ 蝸

牛 殼初 部 ノ球嚢 ノ外 壁 及 ビ橢 圓嚢 ヨ リ分

離 スル結 果,初 メテ球 嚢 ト蝸 牛殼 トヲ結

合 スル管 トシテ認 メラ レ,前 庭盲嚢 モ同

時 ニ明瞭 トナル.(Fig. 13. D.)蝸 牛 殼

ハ11/2囘轉 シ,前 階 梯ニ 比 シ テ著 シク増

強 ス.標 本 ヲ鏡檢 スルニ,共 同脚ニ 於 ケ

ルZylinderepithelstreifenハ,頭 方 ヨ

リ起 リ尾方ニ 向 ヒ橢 圓嚢 後竇 ニ於 ケ ル

rundes Epithelgebildeニ 連 ル.而 シテ

Zylinderepithelstreifenハ 起始 部ニ 於

テハ平 ナ ル上皮 丘 ヲ形成 ス レ共,尾 方ニ

近 ヅクニ 從 ヒ乳頭 状 ヲ呈 ス.(Fig. 15. E.)

橢圓嚢窩聽 斑,前 及 ビ外壺 腹櫛 ハ完全 ニ分

離 シ,球 嚢聽 斑 ト橢圓嚢 窩聽 斑 モ又分 離

シ,上 部 及 ビ下部聽 斑 ハ分離 シテ各神經

終末 ハ獨 立 ス.而 シテ前

及 ビ後壺 腹櫛ニ 於 テハ コ

ノ時ニ 至 リ中隔 ヲ認 ム レ

共,外 壺腹 櫛ニ ハ其 ノ出

現 ナ シ.即 チ櫛形成 ノ順

序ハ 後,前 及 ビ外壺 腹櫛

ノ順ニ 行 ハ ル.尚 ホ コノ

期ニ 於 テ3ツ ノ櫛,橢 圓

嚢 窩聽 斑.球 嚢聽 斑 及 ビ

蝸 牛殼 ノ神經 上皮ニ ハ毛

細 胞及 ビ支柱 細胞 ノ分 化

ヲ認 ム.神經 司配ニ 就 テ

ハ橢 圓嚢 窩枝,下 球 嚢枝,

上球 嚢枝,前,外,後 壺

腹枝 ヲ認 メ,螺 旋神經 節

ト前 庭神經 節 トノ境 界ハ

分 明 ス,外 淋 巴腔 原基 ハ

前 階梯ニ 比 シ テ益 々明 カ

トナ リ周圍 ヨ リ區別 セ ラ

Fig. 13B.

胎兒Nr. 16.膜樣 迷路 横斷 切 片右側.(×78)

Fig. 13C.

胎兒Nr. 16.膜樣 迷路 模型右 内面觀.(×75)
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1928 大 澤 光 男

ル レ共,鼓 室 階ハ外 淋 巴槽,前 庭 階 ニ比 シテ

尚 ホ其 ノ發育 ノ度 弱 シ

Fig. 13D.

胎兒Nr. 16.膜樣 迷 路横斷 切 片右 側.(×78)

階梯14 胎兒 長徑16.5mm コ ノ期ニ 於 テハ

膜樣 迷路 ハ2倍 大 トナル.即 チ 内淋巴嚢 及 ビ内淋

巴管 共ニ増 大 シ,内 淋 巴嚢 ハ内外ニ 扁平 トナ リ,

内淋 巴管 モ又其 ノ大部 分ハ 内外 ニ壓 平 セ ラ レタル

管状 ヲ呈 スル モ,橢 圓嚢ニ 近 ヅクニ從 ヒ圓形管状

トナ リ,橢 圓嚢 内壁ニ 開 口 ス.サ レ ド其 ノ末端 ハ

未 ダ2脚ニ 分枝 スルニ 至 ラズ.(Fig. 14. B. C.) 3

半規 管ハ増 大 シ前 階梯 ノ約2倍 大 トナ リ,前 及 ビ

後半 規管 ハ共ニ 其 ノ斷 面 卵圓形 ナ レ共,外半 規 管

ハ斷 面 圓形 ヲ呈 ス.前 壺腹 部ハ背 腹部ニ 扁平 ナル

橢圓形 ヲナ シ,其 ノ腹側面ニ 櫛 ヲ有 ス.後 壺 腹部,

外壺 腹部 共ニ 同樣 腹 側面ニ 櫛 ヲ認 ム.橢 圓嚢 窩ハ

前階 梯 ヨリモ著 シク増 大 シ,前 及 ビ外 壺腹 部ニ對

スル溝ハ 明 カ トナ リ,頭 腹 方ヨ リ背 尾方ニ 斜 ニ位

置 ヲ占 メ,橢 圓嚢 トハ滑 カニ 移行 ス.橢 圓嚢 ハ前

階梯 ヨ リモ著 シ ク増 大 シ,橢 圓嚢 窩 ト球 嚢 トノ境

Fig. 13E.

胎兒Nr. 16.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

界溝 ハ深 ク ナ リ,球 嚢 ト橢圓嚢 トノ境界 ハ 明瞭 ト

ナル モ.兩 者 ハ未 ダ廣 ク交通 ス.(Fig. 14. B.)

Ductus reuniensハ 前 階梯 ヨ リモ一層細 キ管 トシ

テ認 メラ レ,前 庭 盲嚢 ハ更ニ 明瞭 トナル.(Fig. 14.

D.)共 同脚 ハ 卵圓形 ニ シテ前階梯 ヨ リモ稍 々増 大

シ,橢 圓嚢後竇 モ増 強 ス.球 嚢 ハ腹 尾方ニ 向 ヒテ

膨 出 シ,其 ノ外壁 ハ少 ク陷 凹 スル モ,内 壁 ハ凸 隆

ヲ示 セ リ.(Fig. 14. D.)蝸 牛殼 ハ2囘轉 シ,其

ノ全長4mmニ 達 ス.切 片 ヲ檢 スルニ,内 淋 巴嚢

壁ハ 凸 凹不平 ナル單層骰 子 形上皮ニ テ覆 ハ レ,皺襞ニ

富ミ,内 壁 ハ乳頭状ニ 突出 シ,内 淋 巴管 開 口

部 ハ單 層骰 子形 上皮 ヨ リ成 ル.3半 規 管ハ縫 際 ノ

部 分 ヲ除 ク他 ノ部ハ單 層扁平 上皮 ニシテ,共 同脚

ニ於 ケルZylinderepithelstreifenハ 低 キ上皮 丘

ヲ形成 シ,橢 圓嚢後竇ニ 於 ケルrundes Epithe-

lgebildeニ連續ス.橢 圓嚢壁 ハ單 層 扁平 或ハ骰 子
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就テ 1929

Fig. 14A.

胎兒 長徑16.5mm.膜樣 迷 路 模 型 右 側 面觀.(×75, 2/3縮 少)

Fig. 14B.

胎兒 長徑16.5mm.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)



1930 大 澤 光 男

形上 皮 ニ シテ,橢 圓嚢 後竇ニ 於 ケルrunde Epi-

thelgebildeハ 乳頭 状ニ 突 出 ス.球 嚢 壁ハ球 嚢聽

斑及ビDuctus reuniensノ 部 分 ヲ除 ク他 ノ部分

ハ1-2層 ノ骰 子 形上皮 ヨ リ成 ル.而 シテ コ ノ期ニ

至 リテ外 壺腹 櫛ニ 於 テ 中隔 ヲ認 メ,毛 細胞 及 ビ支

柱 細胞 ヲ區別 シ得ルニ 至 ル.蝸 牛殼 ノ基底囘轉ニ

於 テハgrosser Wulst及 ビkleiner Wulstヲ 現

ハ シ,Membrana tectoriaモ 認 メラル.Corti氏

墜道 モ其 ノ原基 ヲ現 ハ スモMembrana Reissneri

及 ビClaudius氏 細胞 ハ未 ダ明 カナ ラズ.(Fig. 15.

E.)外 淋 巴系統 ハ益 々液化 シ細胞 ノ排 列ハ粗 トナ

ル モ,未 ダ腔 ヲ形 成 セズ.前 庭階 ノ末端 ハ蝸牛殼

ノ基底囘轉 ノ腹外方ニ 沿 フテ其 ノ中央ニ 達 シ,鼓

室階ハ 基 底囘轉 ノ中央 ノ背 内方ニ 僅ニ 認 メ ラル.

(Fig. 14. A. E.)

Fig. 14C.

胎兒 長徑16.5mm.膜樣 迷 路 模 型 右 内 面觀.(×75, 2/3縮 少)
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膜樣迷路 ノ形態學的發生ニ就テ 1931

Fi g. 14D.

胎兒 長徑16.5mm.膜樣 迷 路横斷 切 片右側.(×78)

Fig. 14E.

胎兒 長徑16.5mm.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×78)

階 梯15 胎兒 長徑20mm:コ ノ期

ニ於 テハ内淋 巴管 ノ末 端ハ初 メテ橢 圓嚢

管 ト球 嚢管 トノ2脚ニ 分 レ,前 者 ハ極 メ

テ短 キ管 ニ シテ橢 圓嚢 内壁 ノ中 央ニ 開 口

シ,後 者ハ稍 々長 キ管ニ シテ球 嚢 ノ頭背

部ニ 開 口 ス.(Fig. 15. A. C.)3半 規管

ハ増 大延長 シ,其 ノ管 壁ハ 凸凹 ヲ呈 シ,

前 半規 管 ノ長 サハ1.7mm,後 半 規管 ノ長

サ1.8mm外 半規 管 ノ長 サ1.9mmナ リ.

3壺 腹部 ノ壁 ハ著 シク 凸凹 ニ富 ミ中隔 ノ

發達顯著 ナ リ.橢 圓嚢窩 ハ背腹 ニ扁平 ニ

シテ内外 ニ長 キ管状 ヲ呈 シ,背 尾方ハ 漸

次狹 小 トナ リ橢 圓嚢 ニ滑 カニ移 行 シ,腹

尾方ハ球 嚢ニ 接 ス,(Fig. 15. B. C.)橢

圓嚢ハ 頭腹 方 ヨ リ背尾 方 ニ斜ニ 位 スル圓

柱状 ヲナシ,共 同脚 ノ外 方 ニ於 テ屈 曲シ

橢圓嚢 後竇ニ 移 行 ス.而 シテ橢 圓嚢 管ハ

橢圓嚢 ノ内壁 ノ中央 ニ於 テ之ニ 注 グ.共

同脚 ハ 内外ニ 扁平ニ シテ其 ノ壁 ハ凸 凹 ヲ

呈 シ,橢 圓嚢後竇 ノ壁 モ凸凹不平 ナル 圓

管 状 ヲナ ン,橢 圓嚢 ニ滑 カニ 移 行 ス.球

嚢ハ橢 圓嚢 ト完 全ニ 分離 シ,模 型ニ 於 テ

ハ球嚢 ノ頭背 部ハ橢 圓嚢 ノ頭 腹部 ト接 ス

レ共,兩 者 ノ内腔 ハ 最早 ヤ 交通 セ ズ.

(Fig. 15. D.)内 淋 巴管 ノ本幹 ナル球嚢 管

ハ,橢 圓嚢 ノ内側 壁 ヲ通 過 シテ球嚢 ノ背

尾端 ニ開 口 ス.コ コニ於 テ迷 路上部 ト迷

路 下部 ハ橢 圓嚢管 及 ビ球 嚢 管 ヲ通 ジテ間

接ニ 連絡 スルニ 至 ル.Ductus reuniens

ハ 極 メテ細 キ管 トシテ前 庭盲 嚢 ト球 嚢 ト

ヲ連絡 シ,球 嚢 ノ 背 尾外方ニ 開 口 ス.

(Fig. 15. E.)蝸 牛殼 ハ21/2囘轉 ス.(Fig.

15, B. F.)切 片 ヲ檢 スルニ,内 淋 巴嚢 壁

ハ 前階梯 ニ比 シテ著變 ナ ク,内 淋 巴管 及

ビDuctus reuniensハ 共ニ單 層骰 子形

上 皮 ヨ リ成 ル モ,橢 圓嚢 管及 ビ球 嚢管 ハ

低 圓柱 上皮ニ テ覆 ハル.共 同脚 ニ於 ケル
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1932 大 澤 光 男

Zylinderepithelstreifenハ 既

ニ消 失 シ,橢 圓 嚢 後竇ニ 於 ケ ル

rundes Epithelgebildeハ 約

60μ ノ厚 サニ 亙 リ存 在 シ,葺 状

ヲ 呈 ス.

蝸 牛 殼 ノ基 底囘轉ニ 於 テ ハ 毛

細 胞,支 柱 細 胞 ノ 分 外 ノ 外 ニ

Membrana tectoriaハ 益 々 明

カニ,Corti氏 墜 道 及 ビStria

vasculosaモ 認 メ ラ レ,grosser

Wulst, kleiner Wulstノ區

別 ハ 明瞭 ト ナ リ,Membrana

Reissneriハ單 層 扁 平 上 皮
,

Claudius氏 細 胞 ハ單 層骰 子 形

細 胞 ヨ リ成 ル.(Fig. 15. G.)

Fig. 15A.

胎兒長徑20mm.膜樣 迷 路横斷 切 片右 側.(×38)

Fig. 15B.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷 路 模 型 右 側 面觀.(×50, 2/3縮 少)
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膜樣迷路 ノ形態學的發生ニ就 テ 1933

Fig. 15C.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷 路 模 型 右 内 面觀.(×50, 2/3縮 少)

Fig 15D.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷 路横斷 切 片右側.(×38)
外淋 巴系統 ニ於 テハ外 淋 巴槽

及 ビ前庭階 ハ強 ク液化 シテ大

部分 ニ亙 リテ腔 ヲ形 成 シ,前

庭階 ノ末 端 ハ コノ期 ニ於 テハ

蝸 牛殼 ノ第3囘轉 ニ達 シ,鼓

室 階ハ急 激 ニ發達 シ テ腔 ヲ形

成 シ,其 ノ末 端ハ蝸 牛殼 ノ第

3囘轉ニ 到達 シテ前庭階ニ 追

付 キHelicotremaニ 於 テ兩

者 ハ交通 スル ニ至 ル.神經 司

配 ハ 完成 シVoit氏 束 ナル

球 嚢上枝 ヲ認 メ得 ル モ,Oort

氏 束ハ之 ヲ發 見 スル能 ハ ズ.
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1934 大澤 光 男

Fig. 15E.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷路 横斷 切片右 側.(×38)

Fig. 15F.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷路横斷 切 片右 側.(×38)
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就テ 1935

Fig. 15G.

胎兒 長徑20mm.蝸 牛殼 横斷 切 片右 側.(×310)

Fig. 15H.

胎兒 長徑20mm.膜樣 迷 路 模 型 右 側 面觀.(×50, 2/3縮 少)
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1936 大 澤 光 男

第4章 總 括 及 ビ考 按

(1) 聽胞(A)聽 窩 原 節14ノ 胎兒 ニ於 テハ膜

樣 迷路 ハ聽 窩 ヲ形成 シ,聽 窩 ト菱 腦 トノ間 ニハ僅

少 ノ間 質介 在 ス,聽 窩 ハ頭 尾徑稍 々大 ナル 卵圓形

ヲナ シ,最 深部 ハ中 心 ヨリ少 シク尾方 ニ ア リ.而

シテ聽 窩壁 ハ重 層上 皮 ヨリ成 リ,中 心 部ハ厚 クシ

シLumenrandzoneヲ 認 メ,將 來 ノ神經 上皮 ノ原

基 ヲナ シ,周 圍ハ次第 ニ薄 クナル.聽 窩 ハ廣 ヰ開

口 ヲ以 テ外 界 ト交通 ス レ共,尾 方 ハ表 皮 ニ ヨ リテ

次第 ニ閉鎖 セ ラレ,聽 胞 ヲ形成 セ ン トス.即 チ聽

窩 ノ閉鎖 ハ尾方 ヨ リ頭方 ニ向 ヒテ進行 ス.

(B) 聽胞 原 節20ノ 胎兒 ニ於 テハ聽 窩 ハ聽 胞

ヲ形 成 シ,頭 端 ノ一部 ヲ以 テ表 皮 ト結 合 スル ニ過

ギ ズ.即 チ聽 胞 ノ最 後 ノ閉鎖部 位ハ 其 ノ頭端 ニ存

在 ス.荷 シテ コノ胎 兒 ニ於 テハ聽 胞 ハ何等特 異 ナ

ル構 造 ヲ示 サズ シテ,背 腹徑最 大 ナル卵圓形 ヲ呈

ス.斯 ク シテ長徑3.5mmノ 胎 兒 ニ至 レバ外 皮 ト

ノ連 絡既 ニ消失 シ,内 淋 巴管原基 ハ聽 胞 ノ頭 端 ヨ

リ90μ 尾方 ノ背 内壁 ヨ リ頭背 外方 ニ向 ツ テ 膨 出

シ,コ ノ 者 ト聽 胞 トノ 間 ニ外 壁 ニ於 テ ハPlica

verticalisヲ 認 ムル モ,内 壁 ニ於 テハ 明カ ナル境

界 ナク漸次 聽胞 壁 ニ移 行 ス.而 シテ 内淋巴管 原基

ト聽 胞 ノ閉鎖 部 位 トハ全 ク無關係 ナ リ.又 聽 胞 ノ

尾部 ハ 内外 ニ扁 平 トナ リ,且 尾方 ニ向 ヒ延長 シテ

蝸牛殼 原基 ヲ示 ス.Krauseノ 説 ニ從 ヘバ 兩棲類,

哺 乳類,鳥 類 ニ於 テハ聽胞 ハ背腹 徑最 大 ナ リ トシ,

二十 日鼠 ニ於 テモ之 ト同樣 ナル所 見 ヲ呈 ス.而 シ

テ長徑3-4mmノ 胎 兒 ニ於 テハ聽 胞 ノ背外 壁ハ

薄 キ單 層骰 子形 上皮 ヨ リ覆 ハ レ,其 ノ他 ハ厚 キ重

層 上皮 ヨ リ成 リLumenrandzoneヲ 認 メラ レ所

謂Macula communisヲ 形成 ス.

(2) 内淋 巴管 哺乳類 ニ於 ケル 内淋 巴管發 生部

位 ト聽 胞最後 ノ閉鎖部 位 ト一 致 スル ヤ否 ヤ ニ關 シ

テハ,Krauseノ 述 ブル如 ク動物 ノ種類 ニ ヨリテ

異 ナ リ,或 ハ 一致 シ,或 ハ 一致 セザル モ ノノ如 ク

ナ レ ド,二 十 日鼠 ニ於 ケル余 ノ研 究 ニ於 テハ,コ

ノ兩者 ハ其 ノ位置 ヲ異 ニシ全 ク無 關係 ニ シテ,且

原 節33ノ 胎兒 ニ 見ル ガ如 ク,聽 胞 ト表皮 トノ連

絡 全 ク消失 シ タル後 ニ於 テ内淋 巴管 原基 出現 シ,

Krauseノ 述 ブ ルガ如 ク.聽 胞 ノ閉鎖 以前 ニ内淋 巴

管 原基 ノ出現 スル事 ナシ.而 シテ内淋 巴管 ノ發生

機轉 ニ關 シテハ,古 來諸 説 ア リ.即 チAlexander

Balfour, Hertwig等 ハ 内淋 巴管ハ 聽胞 ト外界 ト

ノ連 結管 ヨ リ發生 スル トナ シ,Krauseハ 内淋 巴

管原基 ハ聽 胞 ノ閉鎖 以前 ヨ リ存 在 スル聽 胞 ノ背 部

ノ狹 小部 ニ シテ,内 淋巴管 ハ コノ部 ノ内翻 ニ ヨ リ

テ發 生 ス トナ シ,之 ニ反 シテFinemannハ 内淋 巴

管 ノ第1原 基 ハ,聽 胞 ノ背 端 ノ2次 的膨 出 ニ ヨ リ

テ形 成 セ ラル トナ セ リ.茲 ニ於 テ余 ノ成績 ヲ見 ル

ニ,二 十 日鼠 ノ内淋 巴管發 生機轉 ハ,聽 胞 ノ背部

ノ内翻 ニ ヨ リテ形 成 セ ラル ル トナ スKrauseノ 所

説 ニハ賛 成 シ難 ク,2次 的膨 出ニ ヨリテ形 成セ ラ

ル ル トナ スFinemannノ 説 ニ賛 成 ス.又 内淋 巴管

原基 ノ其 ノ後 ノ發 育 ニ就 テハ.岡 島竝 ニFleissig

ハPlica verticalisノ 侵 入 ニ ヨ リテ聽 胞 ヨ リ絞 窄

セ ラ レテ發 育 ス トナ ス.二 十 日鼠 ニ於 ケル所見 モ

亦 コノ見解 ニ一致 ス.即 チ 二十 日鼠 ノ内淋 巴管ハ

原節33ノ 胎兒 ニ於 テ,聽 胞 ノ頭端 ヨ リ90μ 尾方

ノ背 内壁 ヨリ頭背外 方 ニ向 ツテ膨 出 シ,其 ノ外 側

壁 ハ聽 胞 トノ間 ニPlica verticalisヲ 現 ハ ス.斯

ク シテ長 徑4mmノ 胎兒 ニ於 テハ,鉛 直半規 管嚢

ノ膨 出ニ ヨ リPlica verticalisハ 著 シク深 クナ リ,

内淋 巴管 ハ頭 背方 ニ延長 シ テ内外 ニ扁 平 ナル管状

ヲ呈 ス.長 徑4.5mmノ 胎兒 ニ至 レバ,内 淋 巴管

ノ尖端 ハ膨大 シテ 内淋 巴嚢 ヲ形 成 シ,内 淋 巴管 ノ

根 部ハ少 シク狹 クナル傾 向 ヲ示 ス.長 徑5mmノ

胎兒 ニ於 テハ,内 淋 巴管 ハ益 々延長 シ,内 淋 巴嚢

ノ膨大 愈 々顯 著 トナル.長 徑5.5mmノ 胎兒 ニ於

テハ,内 淋巴管 ハ其 ノ管腔 稍 々小 トナ リ,長 徑

6.3mmノ 胎兒 ニ至 リテ,内 淋巴嚢 ハ 内外 ニ扁 平 ト

ナ リ,其 ノ内腔 ハ 凸凹 ヲ呈 シ,内 淋 巴管 ノ横斷面

ハ 卵 圓形 ヲ呈 ス.長 徑7.3mmノ 胎兒 ニ於 テハ,

内淋 巴管ハDenis氏 憩室 ノ頭方 ニ於 テ橢 圓球 嚢腔

ニ開 口 ス.長 徑7.5mm及 ビ82mmノ 胎兒 ニ達
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膜樣迷路ノ形態學的發生ニ就テ 1937

ス レバ,内 淋 巴嚢 ハ紡錘 状 ヲ呈 シ,長 徑20mmノ

胎兒 ニ レバ,内 淋 巴管 ハ細 クナ リ内外 ニ扁 平 トナ

リテ,其 ノ末端 ハ橢 圓嚢管 ト球嚢 管 トニ分枝 シ,

前者 ハ短 キ管 ヲ ナ シ テ 橢 圓嚢 内壁 ノ中央 ニ開 口

シ,後 者 ハ稍 々長 キ管 ヲ形 成 シテ球嚢 ノ頭背部 ニ

注 グ.而 シテ 内淋 巴管 ノ上 皮 ハ,其 ノ初 發原基 ニ

於 テハ,其 ノ外 壁 ハ内壁 ヨ リ菲 薄 ナル モ,何 レモ

重層 上皮 ヨ リ成 リ,長 徑6mmノ 胎兒 ニ至 リテ單

層 圓柱 上皮 トナ リ,長 徑4.5mmノ 胎兒 ニ於 テ 内

淋 巴嚢 ハ單 層,内 淋巴管 内壁 ハ重 層,外 壁 ハ單層

圓柱 上皮 ヲ現 ハ ス.然 ル ニ長徑6.8mmノ 胎兒 ニ至

リ内淋巴嚢 ハ 單層 骰子 形上皮 ト成 リ,内 淋 巴管ハ

一般 ニ單層 圓柱 上皮 ヲ示 シ.只 僅 ニ聽 胞 ヘノ開 口

部附 近 ニ於 テ重 層 圓柱 上皮 ヲ以 テ覆ハ ル.斯 クシ

テ長 徑16.5mmノ 胎 兒 ニ於 テハ内淋 巴嚢壁 ハ單

層 骰子形 上皮 ヨ リ成ル モ,コ ノ上皮ハ 多 クノ皺襞

ヲ現 ハ シ,内 壁 ハ乳頭 状 ニ突 出 ス.又 内淋 巴管 開

口部モ單 層骰 子形 上皮 トナル.而 シテ長徑20mm

ノ胎 兒 ニ至 リテ,橢 圓嚢 管 及 ビ球 嚢管 ハ低 圓柱上

皮 ヨ リ覆 ハ ル.

(3) 3半 規 管及 ビ3壺 腹部 脊椎 動物 ノ3半

規 管 ノ形成 機轉 ハ 各動物 ノ種 類 ニ ヨ リテ異 ナ リ,

Krauseハ 之 ヲ2型 ニ分類 ス,即 チ第1型 ハ哺 乳

類,Sauropsieden及 ビSelachierニ 於 ケル モ ノ

ニシテ,Ausstulpungsprocessニ ヨ リテ形成 セ ラ

レ,之 ヲSaugertypusト ナ ス.第2型 ハTeleostier

兩棲類 ニ於 ケル モ ノニ シテ,Einstulpungsproces,

ニヨ リテ形 成 セ ラ レ,之 ヲTeleostiertypusト ナ

ス.二 十 日鼠 ニ於 テハ勿 論第1型 ヲ辿ル モノ ニシ

テ,之 ニ ヨ リ半規 管 嚢先 ヅ形 成 セラ レ,次 デ其 ノ

兩壁接 近 シ,密 着 シ,吸 收 セ ラレテ半規管 ヲ形 成

ス.即 チ長後4mmノ 胎兒 ニ於 テ,聽 胞 ノ頭背部

ハ頭背 方 ニ向 ヒテ 弓状 ニ膨 出 シ,同 時 ニ内外 ニ扁

平 トナ リテ鉛 直 半規嚢 ノ原基 ヲナシ,同 時 ニ聽胞

ノ外壁 ノ中央 ハ外 方 ニ向 ヒテ少 シク膨 出 シテ外半

規管嚢 ノ原基 ヲ示 ス.荷 シテ外 半規嚢 ノ膨 出 ノ度

ハ鉛直半 規管 嚢 ノ ソ レニ比 シテ遙 ニ弱 ク,コ ノ2

ツ ノ半規管 嚢 ハ殆 ド同時,或 ハ外 半規 管嚢 ハ少 シ

クオク レテ發 生 ス トナ スKrauseノ 見 解 ニ一 致 ス.

長 徑4.5mmノ 胎兒 ニ至 リテ鉛 直半規 管嚢 ハ前及

ビ後 半規管嚢 ノ區別 ヲ生 ジ,外 半 規管嚢 ノ背 尾部

ト後 半規管嚢 トノ間 ニ微 カナル溝 ヲ認 ム.長 徑5

mmノ 胎兒 ニ於 テハ鉛 直半 規管嚢 ハ 内外 ニ扁 平 ト

ナ リ,其 ノ遊 離縁 ハ 弓状 ヲ呈 シ,其 ノ頭 腹端 及 ビ

背 尾端 ハ膨大 シテ前及 ビ後 壺腹部 ノ原基 ヲ示 ス,

後半 規管嚢 ト外 半規 管嚢 ノ背尾部 トノ境 界溝 ハ著

シク明 カ トナ リ,頭 腹 方 ニ向 ヒテ延長 シ,鉛 直半

規 管嚢 ノ經 過 ニ一致 シ タル溝 ヲ形 成 シ,其 ノ溝 ノ

尾部 ハ後壺 腹部 ト外半 規管嚢 トヲ境 ス.コ レ即チ

Streeterノ 言 フlaterale grooveニ シテDenis,

Krause,詫 摩 モ認 メタルモ ノ ニシテ,コ ノ者 ハ 將

來益 々深 ク ナ リ橢 圓嚢 後竇 ニ於 ケルrundes Epi-

thelgebildeノ 形 成 ニ對 シ重要 ナ ル意義 ヲ有 ス.

斯 クシ テ之 等原基 ハ個體 ノ發 育 ト共 ニ進化 シ,長

徑6.3mmノ 胎兒 ニ至 レバ,之 等半 規管嚢 ノ内外

兩壁 ハ相接 近 シ,其 ノ中心部 ハ密着 セ ン トスル モ,

其 ノ度前半規 管嚢 ニ最 モ強 ク,外 半 規管嚢 ニ於 テ

最 モ弱 シ.又 前 及 ビ後壺 腹部著 明 トナ リ,外 壺 膜

部漸 ク其 ノ初 兆 ヲ現ハ ス.斯 クテ長 徑6.8mm胎

兒 ニ至 リテ 前半規 管先 ヅ形成 セ ラ レ,次 デ長 徑

7.3mm胎 兒 ニ於 テ後半規 管形成 セ ラ レ,長 徑7.5

mm胎 兒 ニ於 テハ外半 規管 ノ形 成 ヲ見,茲 ニ於 テ

3半 規 管形 成セ ラ レ,3壺 腹 部 モ亦 形成 セ ラル.

斯 クシテ3半 規管 及 ビ3壺 腹 部 ハ其 ノ後 個體 ノ

發 育 ト共 ニ次 第 ニ増 大 シ,完 成 ニ近 ヅ カ ン トス.

即 チ二 十 日鼠 ニ於 ケル3半 規管 形成 ノ順序 ハ 前,

後,外 ノ順 序 ヲ取 ル モノ ニシテ,Denis, Krause

Streeterノ 所見 ト一致 シ,壺 腹 部形 成 ノ順序 モ亦

半 規管 ノ ソレニ一 致 ス.半 規管 ノ長サハ初 期 ニハ

前 →外 →後 半規管 ノ順 序 ナルモ,發 育 ル ニ從 ヒ外

半 規管最 モ長 ク,前 半規 管最 モ短 シ.半 規 管 ノ上

皮 ハ初 メハ荷 レモ單層骰 子形上 皮 ナル モ,發 育 ト

共 ニ次 第 ニ單層 扁 平上皮 トナル.サ レ ド長徑16.5

mmノ 胎兒 ニ至 レバ縫 際現 ハ レ,コ ノ部 ノ ミハ重
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層上皮 ヲ示 ス.

(4) 橢圓嚢 橢圓嚢ハ球嚢 ト共ニ膜樣迷路ノ器

官 中分 化最 モ オ ソク,長 徑7.3mm胎 兒 ニ於 テ橢

圓嚢 原基 ハ其 ノ輪 廓 ヲ認 識 シ得 ル モ,周 圍 ニ對 ス

ル境 界 ハ明 カナ ラズ.長 經7.5mm胎 兒 ニ於 テハ

橢 圓嚢 窩,橢 圓嚢,共 同脚及 ビ橢 圓嚢 後竇 ハ 明 カ

ニナル モ,橢 圓嚢 部 ト迷路 下部 トノ境界 ハ稍 々明

瞭 ヲ缺 ク.長 徑8.2mm胎 兒 ニ至 リテ橢 圓嚢 ノ他

ノ器 官 ニ對 スル境 界ハ 明瞭 トナル モ,橢 圓嚢 ノ下

方 ノ境 界即 チ球嚢 及 ビ前 庭盲嚢 トハ明 カナル境 界

ナク廣範 圍 ニ亙 リテ結合 シ,橢 圓球嚢 腔 ヲ形成 ス.

長徑10.2mm胎 兒 ニ於 テハ橢 圓嚢 ト前庭 盲嚢 トハ

完全 ニ分 離 シ,球 嚢 トノ分離 モ亦進 展 シ,兩 者 ハ

圓形 孔 ニ ヨ リテ交通 ス.長 徑16.5mm胎 兒 ニ至 レ

バ橢 圓嚢 窩 ト球 嚢 トノ間 ノ溝 ハ深 クナ リ,橢 圓嚢

ト球 嚢 トノ境界 ハ明 カ トナル モ,内 腔 ハ未 ダ廣 ク

交通 ス.然 レ ドモ長 徑20mm胎 兒 ニ於 テ ハ橢 圓嚢

ト球嚢 トノ交通 ハ閉鎖 シ,橢 圓嚢 管 ニ ヨ リテ橢 圓

嚢 ト内淋 巴管 トヲ結合 シ,内 淋 巴管 ノ本 幹 ナル球

嚢 管 ハ橢 圓嚢 ノ内側壁 ヲ通過 シテ球 嚢 ノ背尾端 ニ

開 口シ,迷 路 上部 ト迷路 下部 ハ橢 圓嚢管 及 ビ球 嚢

管 ヲ通 ジテ間接 ニ連絡 スル ニ過 ギ ズ.而 シテ橢 圓

嚢 ハ初 メ其 ノ内壁 ハ外壁 ニ比 シ テ厚 ク,内 淋 巴管

開 口部,球 嚢 聽斑 ヘ ノ移 行部.橢 圓嚢 窩聽斑 ノ部分

ハ特 ニ厚 キ重層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ルモ,發 育 スル ニ

從 ヒ其 ノ壁上皮 ハ次 第 ニ菲 薄 トナ リ,長徑16.5mm

以上 ノ胎 兒 ニ於 テハ 橢圓嚢 窩聽斑 ヲ除 ク他 ノ部 ハ

單層 骰子 形又ハ 單層 扁平上 皮 ヨリ成 ル.而 シテ橢

圓嚢 窩ハ 背腹 ニ扁平 ニ シ テ 内外 ニ長 キ管 状 ヲ ナ

シ,橢 圓嚢 ハ背腹 ニ長 ヰ圓 柱状,共 同脚 ハ 内外 ニ

扁平 ナル管 状 ニシ テ,橢 圓嚢 後竇 ハ圓 柱状 ヲ呈 ス.

(5) Denis氏 憩 室 DenisハVespertilio mu-

rinusノ 胎兒 ノ膜 樣迷路 ノ内壁 ニ於 テ,内 淋 巴管

ノ尾方 ニ テ 蝸牛 殻原基 トノ間 ニ出 現 ス ル 隆起 ヲ

diverticale uirtculosacculareト 命 名 シ,之 ヨ リ

將來 内淋 巴管 ノ2分 枝 タル 橢 圓嚢管 ト球 嚢 管 ヲ發

生 スル トナ シ,詫 摩 ハPipistrellus abramusニ

於 テ,コ ノ隆起 ヨ リ内淋 巴管 ノ2分 枝 ノ ミナ ラズ

Ductus reuniens及 ビ前 庭盲 嚢 ノ一 部 ヲ分化 スル

ト述 ベ,Denis氏 憩 室 ト命 名セ リ.二 十 日鼠 ニ於

テハ長 徑4mm胎 兒 ニ於 テ,膜 樣迷 路 ノ内側 壁 ノ

中央 ニテ,内 淋 巴管 ノ腹 内尾方,蝸 牛殼 原基 ノ頭

方 ニ廣 範 圍 ニ亙 ル 圓形 ノ膨 隆 ヲ認 ム.コ レ即 チ

Denis氏 憩 室 ニ シテ,コ ノ者 ハ次 第 ニ發 育 シ,且

發 育 ト共 ニ次 第 ニ轉 位 シ,長 徑6mm胎 兒 ニ至 レ

バ,膜 樣 迷路 内壁 中央 ヨ リ稍 々尾方 ニ位 ス.而 シ

テ長徑5mm胎 兒 ニ於 テハ コノDenis氏 憩 室 ノ

腹 外方 ニ當 リ,膜 樣 迷路 ノ腹縁 ノ中央 ニ球 嚢 原基

ヲ生 ジ,コ ノ者 ハ初 メ淺 キ窪 ミニ ヨ リテDenis氏

憩室 ト境 セ ラル ル モ,長 徑6.3mm胎 兒 ニ至 レバ

此 兩者ハ何 等 境界 ナク移行 ス.サ レ ド長徑6.8mm

胎兒 ニ於 テハDenis氏 憩室 ハ稍 々扁平 トナ リ,背

方 ニ移動 シ,長 徑8.2mm胎 兒 ニ至 レバ,其 ノ中

央 ニ出現 セル淺 キ窪 ミニ ヨ リテ,Ductus reuniens

ト内淋 巴管 ノ末端 トニ化 分 ス.而 シ テDuctus

reuniensノ 原基ハ 長徑8.2mm胎 兒 ニ於 テハDenis

氏憩 室 ノ中央 ニ出現 セル淺 キ窪 ミニ ヨル外,球 嚢

ト蝸牛殼 及 ビ蝸牛殼 ノ起 始部 ト橢 圓嚢後竇 トノ間

ノ溝 ノ深 クナル事 ニ ヨリテ形成 セ ラルル モ,長 徑

16.5mm胎 兒 ニ至 レバ蝸 牛殻 ノ起 始部 ハ球 嚢 ノ外

壁 及 ビ橢 圓嚢 ヨリ完 全 ニ分 離 スル タ メニ,球 嚢 ト

蝸 牛殼 トヲ結合 スル管 トシテ ノ形 態 ヲ具備 スル ニ

至 リ,同 時 ニ前 庭盲 嚢 モ明瞭 トナ ル.長 徑20mm

胎兒 ニ於 テハDuctus reuniensハ 其 ノ長 サ ヲ増

シ,極 メテ細 キ管 トシテ認 メラル.又Denis氏 憩 室

ヨ リ由來 スル内淋 巴管 ノ末 端 ハ,長 徑16 .5mm胎

兒 マデハ頭 方 ハ境界 ナク 内淋 巴管 ニ移行 シ,尾 方

ハ橢圓球 嚢腔 ニ開 口 スル モ,長 徑20mm胎 見 ニ至

リチ内淋巴管 ノ末端 ハ初 メテ橢 圓嚢 管 ト球 嚢 管 ニ

分 枝 シ,前 者 ハ極 メテ短 キ管 ヲナシテ橢 圓嚢 内壁

ノ中央 ニ關 口シ,後 者 ハ稍 々長 キ管 ヲナ シテ球嚢

ノ頭背 部 ニ開 口ス.Denis氏 憩 室 ノ上皮 ハ初 メハ

Lumenrandzoneヲ 有ス ル厚 キ上皮 ヨ リ成 リ,長

徑8.2mm胎 兒 ニ至ル迄 ハ 内淋 巴管 ノ開 口部,球
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嚢聽斑,蝸 牛殼 起始 部 ノ神經 上皮 ノ原基 ト何 等 ノ

境界 ナク移 行 ス レ共,長 徑10.2mm胎 兒 ニ於 テ

球嚢 聽斑 ハ 毛 細 胞及 ビ支柱 細 胞 ノ 區別 ヲ生 ジ,

Ductus reuniensノ 上 皮ハ球 嚢聽 斑 ト容 易 ニ識別

シ得 ル ニ至 ル.而 シテDuctus reuniensノ 上皮 ハ

單層骰子 形 上皮 ヨ リ形 成 セ ラル.

(6) 球 嚢 二十 日鼠 ニ於 ケル球 嚢 ノ第1原 基 ハ

長 徑5mm胎 兒 ニ於 テDenis氏 憩 室 ノ腹 外方 ニ

テ膜樣迷 路 ノ腹縁 ノ中央 ニ小 ナル膨 出 トシテ認 メ

ラ レ,蝸 牛殼 ニハ 滑 カ ニ移 行 シ,Denis氏 憩室 ト

ハ淺 キ窪 ミニ ヨ リ境 セ ラル.コ ノ所 見 ハKrause

ノ家兎 ニ於 ケル所見 ト異 ナ リ,Krauseハ 球嚢 原

基ハ膜 樣迷 路 ノ内壁 ニテ内淋 巴管 開 口部 ノ尾方 ノ

部分 ノ膨 出 ニ ヨ リテ形成 セ ラ レ,爾 後 發育 スル ト

共 ニ次第 ニ膜樣 迷路 ノ腹 縁 ニ移動 ス トナ スモ,余

ノ場 合 ニ於 テハ内淋 巴 管開 口部 ノ尾方 ニ生ズル 膨

出ハ球嚢 原基 ニ非 ズ シテDenis氏 憩 室 ナ リ.而 シ

テ球 嚢ハ之 ト無關 係 ニ膜 樣迷 路 ノ腹 縁 ニ膨 出 スル

モノ ニシテ,コ ノ點Denis及 ビ詫摩 ノ所 見 ニ一致

ス.其 ノ後 球嚢 原基 ハ 個體 ノ發育 ト共 ニ發育 シ,

長徑6.3mm胎 兒ニ至 レバ,コ ノ者 トDenis氏 憩

室 トノ境 界 ヲナ ス窪 ミヲ消失 シ,漸 次 之 ニ移 行 ス.

斯 クテ長 徑7.3mm胎 兒 ニ於 テハ球嚢 原 基ハ腹方

ニ向 ヒテ膨 出シ,橢 圓 嚢及 ビ蝸牛殼 トノ間 ニ淺 ヰ

境 界溝 ヲ現ハ シ,コ ノ境 界溝 又次第 ニ深 クナ リ,

長徑7.5mm胎 兒 ニ於 テハ橢 圓嚢 及 ビ蝸牛殼 トノ

分離 進展 シ,明 瞭 ナル膨 出 トシテ認 メラル.而 シ

テ長 徑8.2mm胎 兒 ニ至 レバ球 嚢 ハ橢 圓嚢 ト廣 ク

交通 スル モ,其 ノ内壁 ニ於 テハ球嚢 ト蝸 牛殼 トノ

間 ヲ背腹 ニ向 フ溝 ニ ヨ リテ蝸 牛殼 ト分離 シ,背 方

ハDuctus reuniens及 ビDenis氏 憩室 ヨ リ分化

スル内淋 巴嚢 ノ末 端 ニ連 リ,外 壁 ニ於 ケル蝸牛殼

トノ間 ノ溝 モ又一 層深 クナル.次 デ長徑10.2mm

胎兒 ニ於 テハ球嚢 ハ橢 圓嚢 トノ分離 一層 進展 シ,

其 ノ内外 兩壁 ニ於 ケル 境界 溝ハ 益 々深 クナ リ,兩

者ハ 圓形孔 ニ ヨリテ相 交通 ス レ共,球 嚢 ノ頭方 ノ

一部,腹 方 及 ビ尾方 ハ 遊離 シ,背 方 ハDuctus

reuniens及 ビ頭方 ノ大 部 ヲ以 テ橢 圓嚢 ト結 合 シ,

腹 尾方 ニ向 ヒテ圓形 ノ膨隆 ヲ形 成 ス.長徑16.5mm

胎 兒 ニ於 テハ球 嚢 ハ橢 圓嚢 ト尚 ホ廣 ク相通 ズ レ共

腹 尾方 ニ向 ヒテ膨 出 シ,其 ノ外 壁ハ 陷凹 シ,内 壁

ハ 凸隆 ヲ示 ス.長 徑20mm胎 兒 ニ至 リテ球 嚢 ハ

橢 圓嚢 ト完全 ニ分離 シ,球 嚢 ノ頭背 部ハ橢 圓嚢 ノ

頭 腹部 ニ接 スレ共,内 腔 ノ交 通ハ最早 ヤ認 メラ レ

ズ.而 シテ内淋 巴管 ノ本 幹 ナル球 嚢 管ハ球嚢 ノ背

尾 端 ニ開 口 ス.Krauseニ 從 ヘバ球嚢 ト橢 圓嚢 ト

ノ完 全ナル分 離ハ蝸 牛殼 ノ2囘 轉 ヲ示 ス時 ナ レ共

二十 日鼠ニ於 テハ21/2囘 轉 セル時 ニ行 ハル.球 嚢

ノ上 皮 ハ初 メ重 層上皮 ナル モ,長 徑10.2mm胎 兒

ニ至 リテ其 ノ内及 ビ腹 壁 ニ毛細 胞,支 柱 細胞 ノ分

化 ヲ認 メ,長 徑20mm胎 兒 ニ至 レバ球 嚢聽 斑 ヲ除

ク他 ノ部 ハ1-2層 ノ骰 子形 上皮 ニテ覆ハ ル.

(7) 蝸牛殼 蝸 牛殻 原基 ハ長 徑3.5mm胎 兒 ニ

於 テ聽 胞 ノ尾部 ニ認 メ ラ レ,長 徑4mm胎 兒 ニ至

リコノ者 ハ腹 内尾方 ニ向 ヒテ著 シ ク増 強 シ,且 内

外 ニ扁 平 トナ リ,之 ニ ヨリテ迷路 上部 ト迷路 下部

トノ大體 ノ區 別 ヲ生 ズ.長 徑4.5mm胎 兒 ニ於 テハ

蝸 牛殼 原基 ハ腹内 方 ニ向 ヒテ發達 シ,將 ニ囘轉 セ

ン トス.長 徑5mm胎 兒 ニ至 レバ蝸牛殼 原基 ハ 内

外 ニ扁 平 トナ リ腹 尾方 ニ向 ツテ延 長 シ,其 ノ尖端

ヲ内方 ニ屈 曲 スル傾 向 ヲ示 ス.而 シテ長徑6.3mm

胎 兒 ニ於 テ ハ 尖端 ハ螺 旋状 ニ外方 ニ向 ヒ テ 囘轉

シ,長 徑6.8mm胎 兒 ニ至 リテ蝸牛殼 ノ末 端ハ 外

頭 方 ニ向 ヒ囘轉 シ,Denis氏 憩 室 トノ間 ニ溝 ヲ生

ジ,同 時 ニDenis氏 憩 室 ノ反對 側 ニテ外 半規 管嚢

ノ尾方 ニ前庭盲 嚢 ノ原基 ヲナス隆 起 ヲ生ズ.長 徑

7.3mm胎 兒 ニ於 テハ蝸牛殼 ハ半 囘轉 シ,内 外 ニ扁

平 トナ リ,前 庭盲嚢 ハ 明カ ニ周 圍 ヨリ區別 セ ラル.

長徑7.5mm胎 兒 ニ至 レバ蝸 牛殼 ハ3/4囘 轉 シ,前

庭盲 嚢 ハ外方 ニ向 ヒテ囘轉 シテ明 カナル突起 レシ

テ認 メ ヲレ,長 徑8.2mm胎 兒 ニ於 テハ蝸牛 殼ハ

1囘 轉 シ,長 徑10.2mm胎 兒 ニ於 テハ11/2囘 轉 シ,

前階 梯 ヨリ著 シ ク増大 シ,Ductus reuniensノ 成

立 ト囘 時 ニ前 庭盲嚢 愈 々明瞭 トナル.斯 クシテ長
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徑16.5mm胎 兒 ニ至 リテ蝸牛殼 ハ2囘 轉 シ,長 徑

20mm胎 兒 ニ於 テハ21/2囘 轉 シ蝸牛殼 ハ完 成 ス.

Corti氏 器官 ノ形 成 長徑4.5mm胎 兒迄 ハ蝸

牛殼 原基 ハ扁平 ナル斷面 ヲ示 シ,内 壁ハLumen-

randzoneヲ 有 スル厚 キ上皮 ニ テ覆 ハ レ蝸 牛殼 管

ノ神 經 上皮 ヲナ シ,外 壁 ハ重層 上皮 ヨ リ成 ル モ,

其 ノ厚 サハ 内壁 ノ1/2ニ過 ギズ.之 ヨ リ長 徑8.2mm

胎 兒 ニ至ル 間ハ蝸 牛殼原 基 ノ外 壁 ハ次第 ニ菲薄 ト

ナ リ,遂 ニ長徑10.2mm胎 兒 ニ至 リテ毛細 胞,支

柱細 胞 ノ分化 ヲ現ハ レ,長 徑16.5mm胎 兒 ニ於 テ蝸

牛殼 ノ基底 囘轉 ニハgrosser Wulst及 ビkleiner

Wulstハ 明 カ トナ リ,Membrana tectoriaモ 認

メ ラ レ,Corti氏 墜道 ノ原基 ハ漸 ク明 カ トナルモ,

Membrana Reissneri及 ビClaudius氏 細胞 ハ未

ダ明 カニ認 メ ラ レズ.長 徑20mm胎 兒 ニ至 レバ蝸

牛殼 ノ基 底囘轉 ニハ毛細胞,支 柱細胞 ノ分化 ノ外,

Membrana tectoria, Corti氏 墜道 益 々明 カ トナ

リ,Stria vasculosaヲ モ現 ハ シ,grosser Wulst

及 ビkleiner Wulst共ニ判然 トナ リ,Membrana

Reissneriハ 單層扁 平上皮,Claudius氏 細胞 ハ單

層骰 子形 上皮 トシテ出現 ス.

(8) 上 皮肥 厚 人及 ビ哺 乳動物 ノ膜 樣迷路 ニ於

ケ ル神 經終 末 ナ ラザル上皮 ノ肥厚 ニ關 シテハ,各

種動 物 ニ就 テ幾 多 ノ報 告 アルモ,之 ニ就 テハ從 來

不定型 ノ上皮 形 成 ト,系 統 的 ノ上皮 ノ肥厚 トヲ區

別 シ得 ラル.前 者 ハAlexander,酒 井等 ノ研究 ニ

ヨ リテ明 カナル如 ク,不 宛 ノ位置 ヲ有 シ何 等 系統

的 ノ意義 ヲ有セ ズ,且 其 ノ存 續期 間 モ不定 ナル ニ

反 シテ,後 者 ハ常 ニ一定 ノ位 置 ヲ有 シ,其 ノ位 置

ハ系統 的 ノ意 義 ヲ保 チ,且 存續 期間 モ一定 ス.

(1) rundes Epithelgebilde 所 謂Macula

neglecta Retzii二 十 日鼠 ニ於 テハ長徑5mm胎

兒 ニ於 テ外半 規管嚢 ト後 半規管 嚢 トノ間 ノ溝 ノ上

皮 ハ厚 キ重層 上皮 ヨ リ成 リ,將 來橢 圓嚢後竇 ニ於

ケルrundes Epithelgebildeノ 原基 ヲナ シ,其 ノ

後 コノ溝 ハ益 々深 クナ リ,且 重層 圓柱 上皮 ニテ覆

ハ レ神經 終末 ノ如 キ觀 ヲ呈 ス.而 シテ コノ者 ハ長

徑7.5mm胎 兒 ニ至 レバ,コ ノ階梯 ニ於 テ初 メテ

出現 セル 共同脚 ノZylinderepithelstreifenニ 連

續 シ,之 ヨ リ個體 ノ發育 ト共 ニ コノ者 ハ次 第 ニ發

育 シテ乳 頭状 ヲ呈 シ,長 徑20mm胎 兒 ニ至 レバ

約60μ ノ厚 サ ニ亙 リテ存在 シ茸状 ヲ呈 スル モ,コ

ノ場合 ニ於 テハ共 同脚 ニ於 ケルZylinderepithe-

lstreifenト ハ連續 セズ,即 チ コ ノ最 後 ノ階梯 ニ於

テハ次 第 ニ退化 ノ傾 向 ヲ示 ス.而 シテ コノrundes

Epithelgebildeハ 圓柱 状細 胞 ノ丘状集 積 ニ シ テ

毛 細胞 ノ分化 ナ ク,旦 之 ニ來 ル神經 枝 ヲモ有 セズ

シテ單 ナル上 皮 ノ肥 厚 ニ過 ギズ.Alexanderハ 最

初 は りもぐ らノ橢 圓嚢 後竇 ニ神 經終末 ノ存 在 ヲ認

メ,次 デTalpa europeaニ 於 テ モ之 ヲ發 見 シ,

Macula neglecta Retziiト 記載 セ リ.Wittmaak,

Stutz, Panse等 ハ 人 胎 ニ於 テMac. neglecta

Retziiノ 廢殘 的原基 ヲ發見 シ,増 田,酒 井等 モ人

胎 ノ橢圓嚢 後竇 ニ之 ヲ認 メ,Benjaminsハ 人,犬,

猫等 ト橢 圓嚢後竇 ニ於 テ後壺 腹部 ノ近 ク ニMac.

neglecta Retziiヲ 發見 シ,之 ヲ第4櫛 ト命名 セ

リ.山 崎 ハ蝙蝠胎 兒 ノ外 半規 管單 脚 ノ橢 圓嚢 開 口

部 ノ腹外壁 ニ之 ヲ認 メ,且 コノ上皮 形成 ノ意義 ニ

就 テハBenjaminsノ 如 クMac. neglecta Retzii

即 チ第4櫛 ト同質 ナ リトナセ リ.鹽 原 ハVespergo

abramusノ 胎 兒 ニ於 テ外 半規 管單脚 ノ橢 圓嚢 開

口部 ノ腹 外壁 ニ2層 ノ圓柱 上皮 丘 ヲ認 メ,Mac-

neglecta Retziiト 同質 ナ ラン ト述 ベ,又Sus,ふ

くね ずみ ニ於 テ モ橢 圓嚢 後竇 ト後 壺腹部 ノ移行 部

ニMac. neglecta Retziiヲ 認 メ,其 ノ發 生ハ 迷

路 下部 ニ於 ケル神經 上皮 ヨ リ分 離上 昇 スル橢圓嚢

ノ外壁 ニ於 ケルEpithelstreifenガ 更 ニ分 化 シ來

ルモ ノナ リト説キ,詫 摩 ハPipistrellus abramus

ニ於 テ外 半規 管 ト後 半規 管 トノ溝 ニ之 ヲ發見 シ,

Mac. neglecta Retziiト 解釋 セ リ.以 上 ニ ヨ リ考

フル ニ,余 ハ二十 日鼠 ニ於 ケルrundes Epithe-

lgebildeハ 其 ノ位置 ヨ リ推 シテMac. neglecta

Retziiト 解 釋 スベ キモ ノナ ラン.

(2) 共 同脚 ニ於 ケルZylinderepithelstreifen
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共 同脚 ノ外 壁 ニ 於 テ ア ル 胎生 期間 ニ現 ハ ル ル

Zylinderepithelstreifenニ 就 テハ,Denis, Fleis-

sig, Benjamins,山 崎,鹽 原 等多數 ノ業 績 ア リ.

Denisハ 之 ヲ縫 際 ノ原基 トナ シ,FleissigハMac.

neglectaニ 關係 ア リ ト シ,Benjaminsハ 後 ニ

Mac. neglecta Retziiト 外 半 規管單脚 ノ開 口部

ニ於 ケ ル上皮 丘 トノ2部 ニ分 レル モノ トナシ,山

峙 ハ櫛樣 胎 生器官 トナ シ,Mac. neglectaニ 關係

ア リ ト認 メ,鹽 原 ハMac. neglecta Retziiト 同

樣 ニ下 部聽斑 ヨリ分離 上昇 セル モ ノニシ テMac.

neglecta Retziiハ コノ末 端部 ナ リト解 釋 シ 得 ベ

シ ト述 ベ タ リ.二 十 日鼠ニ於 テハ長徑7.5mm胎

兒 ニ於 テ形 成 セ ラ レタル共 同脚 ハ半 月状 ノ斷 面 ヲ

示 シ,内 壁 ハ單 層骰子 形 上皮 ナ レ共,外 壁 ハ厚 キ

上皮 ヨ リ覆 ハ レ 内腔 ニ向 ヒ テ 突出 ス.コ レ即 チ

Zylinderepithelstreifenノ 初 兆 ニ シ テ,長 徑

8.2mm胎 兒 ニ於 テハ コノ者ハ益 々明 カ トナ リ内

側 ニ 向 ヒテ 突 出シ,長 徑10.2mm胎 兒 ニ至 リテ

Zylinderepithelstreifenハ 起始 部 ニ於 テハ 低 キ

上皮 丘 ヲ形成 スレ共,尾 方 ニ近 ヅ クニ從 ヒ乳 頭状

ヲ呈 シ,橢 圓嚢 後竇 ニ於 ケルrundes Epithelge-

bildeニ 連 ル.長 徑16.5mm胎 兒 ニ於 テハ コノ者

ハ低 キ上 皮丘 ヲ形成 シ,櫛 状 ヲ呈 シテ周圍 ノ扁平

上皮 ヨリ明 カ ニ區別 セ ラル.然 レ ドモ長徑20mm

胎兒 ニ至 レバZylinderepithelstreifenハ 全 ク消

失 ス.

コ ノ者 ノ意 義 ニ就 テ,山 崎ハMac. neglecta

Retzii,後 壺腹 櫛,Mac. neglecta Sarasiniト 密

接 ナル關係 ヲ有 スル ト言 フ理 由ノ下 ニ,1ツ ノ胎

生 期 ノ櫛 樣 ノ器官 ナ リトシ,詫 摩 ハ何等 ラカ ノ系

統 的 ノ意 義 ヲ有 ステ ル ノ トナ セ リ.山 崎,鹽 原ハ

蝙蝠 胎兒 ニ於 テMac. neglecta Sarasiniノ 存在

ヲ主張 シ,山 崎ハ橢 圓球嚢 管 ノ壁及 ビ橢 圓嚢 ト球

嚢 ノ直接 スル壁 ニ重層 圓柱 上皮 トシテ存 在 シ,發

育 スルニ從 ヒ單層圓柱 上皮 トナ ヲル認 メ,鹽 原ハ

橢 圓球嚢管ノ底部及 ビ之ニ接 スル橢圓嚢底ノ一部

竝 ニ球嚢内壁ノ一部ニ於テ他壁 ト明カニ 區別セラ

ルル 單層 圓柱上皮 トシ テ存 在 スル トナ セ リ.岩 田

ハFledermansニ 於 テ橢 圓嚢 管 ノ内壁 ニ低 圓柱 上

皮,外 壁 ニ骰子 形上皮 ヲ認 メ,球 嚢 ノ壁 ト橢 圓嚢

底部 トノ癒 着部 ニ凸 凹ア ル表面 ヲ有 スル特 殊 ノ上

皮 存 在 ス ト記 載 シ,又 詫摩 ハ 内淋 巴管開 口部,

Denis氏 憩室,次 デ球嚢 管 又ハ橢 圓嚢 管,Ductus

reuniens等 ノ部分 ノ上 皮 ハ,ア ル時期 ニ於 テ高

圓 柱上皮 ヨ リ覆 ハ ル ル モ,之 等 ノ上皮 ハMac.

neglecta Sarasiniナ ル ヤ否 ヤ不 明 トナ セ リ.二

十 日鼠 ニ於 テモ詫摩 ノ説 ノ如 ク.内 淋巴管 ノ開 口

部,Denis氏 憩室,橢 圓嚢 管,球 嚢管,Ductus

reuniens等 ノ上皮 ハ圓柱 上皮 ヨリ覆 ハル ル ヲ認

ム レ共,果 シテ之 ガMac. neglecta Sarasiniナ

ル ヤ否 ヤ判然 タラズ.

(9) 神經 終末 及 ビ神經 司配,長 徑3-3.5mm胎

兒 ニ於 テハ,聽 胞 ノ腹内壁 ヨ リ外 壁 ノ尾部 ニ亙 リ

テ重 層上 皮 ヲ以 テ覆 ハ レ,コ ノ部ハLumenrand-

zoneヲ 現 ハ ス.コ レ即 チMacula Communisナ

リ,其 ノ後 個體 ノ發育 ト共 ニ,聽 胞 ノ頭背部ハ 内

外兩 壁共 ニ單層骰 子形 上皮 トナ リ,其 ノ他 ノ部 分

ハ厚 キ上皮 ヨ リ成ル.而 シテ長 徑5mm胎 兒 ニ

至 レバ,蝸 牛殼外 壁 ノ上 皮ハ次 第 ニ菲薄 トナ リ,

Macula communisヨ リ除外 セ ラル.長 徑6.8mm

胎兒 ニ於 テハ,後 壺腹櫛 ハ下 部聽斑 ヨ リ分離 シ テ

獨立ノ神經末終 ヲヲ形成 スレ共,前,外 壺腹櫛及

ビ橢 圓嚢 窩聽斑 ハ連 續 シテ 明 カナル境界 ナク,球

嚢 聽斑 ト橢 圓嚢 窩聽 斑 モ亦 連續 シ,球 嚢 聽斑 ハ 蝸

牛殼 ノ神 經上皮 及 ビDenis氏 憩室 ノ厚 キ上皮 ニ漸

次 移行 ス.長 徑7.3mm胎 兒 ニ達 スルモ,橢 圓嚢

窩聽斑,前 及 ビ外壺 腹櫛 ハ連續 シ,上 部聽斑 ト下

部 聽斑 トハ未 ダ分離 スル ニ至 ラズ.斯 クシテ長徑

10.2mm胎 兒 ニ於 テハ,橢 圓嚢 窩聽斑,前 及 ビ外

壺腹櫛 ハ完全 ニ分離 獨立 シ,球 嚢 聽斑 ト橢 圓嚢窩

聽 斑 モ亦 分離 シ,上 下 ノ兩聽 斑 ハ明 カ ニ分離 シ,

各神經 終末 ハ獨 立 ス.又 前 及 ビ後 壺腹 櫛 ニ於 テハ

中隔 ヲ認 ム レ共,外 壺腹 櫛 ニハ 之 ヲ認 メズ.

即 チ櫛形成 ノ順序 ハ後,前 及 ビ外壺 腹櫛 ノ順 ニ
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行 ハ ル.コ ノ期 ニ於 テハ3櫛,橢 圓嚢 窩聽 斑,球

嚢 聽斑 及 ビ蝸 牛殼 ノ神 經上 皮 ニハ毛細胞 及支柱 細

胞 ノ分化 ヲ認 ム.

神經 司配 人 及 ビ哺 乳動 物 ノNervus octavus

(Statoacusticus)ノ 分 枝 ニ 就 テ ハ,Retzius,

Streeter, Voit, Oort,岩 田等 ノ研 究 ア リ.

其 ノ内Voit, Oortノ 分類 ヲ記 ス レバ 次 ノ如 シ.

Voit

N. VIII.

Ram. sup.

Ram. inf.

R. amp. ant.

R. amp. lat.

R. mac. utric.

R. mac. sacc. sup.

(Voit'scher Bundel)

R. mac. sacc. inf.

R. amp. post.

N. cochlearis

Oort Burlet.

N. VIII.

N. vest.

N. cochlearis

R. sup.

R. inf.

R. amp. sup.

R. amp. horiz.

R. utric.

R. sacc. sup.

(Voit'scher Bundel)

R. sacc. inf.

R. amp. post.

Oort'scher Bundel

二十 日鼠 ニ於 テハVoit氏 束 ヲ認 ム レ共,Oort

氏束 ハ發見 セ ラレズ.即 チ次 ノ如 ク分類 セ ラル.

N. VIII.

N. vest.

N. cochlearis

R. sup.

R. inf.

R. amp. sup.

R. amp. lat.

R. reces. utric.

R. sacc. sup.

(Voit'scher Bundel)

R. sacc. inf.

R. amp. post.

神 經 司配 ノ發生 ニ就 テハ,Streeter,詫 摩 ノ研

究 ア リ.二 十 日鼠 ニ於 テハ聽神經 節 ハ發生 ノ初期

ニハ聽窩 及 ビ聽 胞 ニ密接 シ テ存 在 シ,長 徑5.5mm

胎 兒 ニ至 リテ聽 神經 節ハ 上部及 ビ下部 ニ分別 セ ラ

レ,前 者 ヨ リ上枝,後 者 ヨリ下 枝 ヲ發 生 シ,長 徑

6.3mm胎 兒 ニ於 テ上 枝 ヨ リ前 及 ビ外 壺腹枝 及 ビ

橢 圓嚢 窩 枝 ヲ出 シ,下 枝 ヨ リ後 壺腹枝,下 球 嚢枝

ヲ分 枝 ス.而 シテ長 徑7.3mm胎 兒 ニ至 リテ,前

庭神經 節 ト螺旋神 經 節ハ初 メテ位置 的 ニ區 別 セ ラ

ル,又 長徑7.5mm胎 兒 ニ於 テハ橢 圓嚢 窩枝,下

球嚢枝,前,後,外 壺腹枝 ヲ認 メラ レ,蝸 牛殼神 經

ハ 可ナ リ強キ纎維 トシテ現 ハル.遂 ニ長徑10.2mm

胎 兒 ニ於 テ,橢 圓嚢 窩枝,上 及 ビ下球嚢 枝ハ 明 カ

トナ リ,前 庭神經 節 ト螺旋神經 節ハ 容易 ニ區別 セ

ラル.

(10) 外淋 巴腔 人 及 ビ哺 乳類 ノ外 淋 巴腔 ノ發

生 ニ就 テハStreeter及 ビ詫摩 ノ業續 ア リ.即 チ

Streeterノ 所説 ニ從 ヘバ,外 淋 巴腔原 基 ノ出現 ノ

順序 ハ外淋 巴槽→鼓 室階 →前庭 階 ノ順 ニシテ,其

ノ後 ノ發育 ニ關 シテハ,鼓 室階 ハ前 庭階 ニ比 シテ,

其 ノ發 育初 メ少 シク前進 スル モ,後 ニ至 リテ前庭

階 ハ鼓 室階 ニ追付 キ同時 ニHelicotremaニ 到達

スル ト述 ベ,之 ニ反 シテ詫摩 ハ外淋 巴槽 及 ビ前庭

階 ハ 同時 ニ出現 シ,鼓 室 階ハ稍 々オク レテ出現 ス.

其 ノ後 ノ發 育ニ關 シ テハ,前 半 期 ニ於 テハ鼓 室階

ハ 急激 ニ發達 シ,前 庭階 ハ初原 基出現 以來 著 シキ

發 達 ヲ示 サザルモ,後 半 期 ニ至 リ急 激 ニ發達 シ テ

鼓 室階 ニ追付 キ兩者 ハ結合 スル トナ セ リ.二 十 日

鼠 ニ於 テハ 長徑8.2mm胎 兒 ニ於 テ耳嚢 ハ前 軟骨

ノ状態 ニ テ出現 シ,其 ノ内 ノ間 質ハ密 ナル排 列 ヲ

示 セ共,將 來 外淋 巴槽,前 庭階及 ビ鼓 室階 タル ベ

キ部分ハ,間 質細 胞 ノ排列 ハ周 圍 ニ比 シテ粗 トナ

リ,明 カニ周 圍 ヨ リ區別 セ ラル.コ レ即 チ外淋 巴

腔 ノ第1原 基 ニ シテ,發 育 スルニ從 ヒ,コ ノ部ハ

次 第 ニ液 化 シ,外 淋 巴系統 ヲ形成 ス.而 シテ外 淋

巴槽,前 庭階 ハ同一 程度 ノ發育 ヲ示 シ,鼓 室 階ハ

兩者 ニ比 シテ發育 ノ度 弱 シ.長 徑10.2mm胎 兒 ニ

於 テハ外 淋 巴腔原基 ハ益 々明 カ トナ リ,周 圍 ヨ リ

區 別セ ラル レ共,鼓 室階 ハ其 ノ發 育前2者 ニ比 シ

テ尚ホ幼稚 ナ リ.長 徑16.5mm胎 兒 ニ至 レバ外淋

巴腔 ハ益 々液化 シ,細 胞 ノ排 列 ハ粗 トナル モ,未
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ダ腔 ヲ形成 スル ニ至 ラズ.前 庭 階 ノ末端 ハ蝸牛 殼

ノ基底 囘轉 ノ初 部 ヨリ腹外 方 ニ沿 フテ中央 ニ達 シ

鼓室階 ハ基 底 囘轉 ノ中央 ノ背 内方 ニ僅 ニ存 在 スル

ニ過 ギズ.然 ル ニ長徑20mm胎 兒 ニ於 テハ外 淋

巴槽及 ビ前 庭 階ノ液化 ハ益 々著 シ ク,大 部分 ニ亙

リテ腔 ヲ形 成 シ,前 庭 階 ノ末端 ハ コノ期 ニ於 テハ

蝸牛殼 ノ第3囘 轉 ニ到 達 シ,鼓 室階ハ急 激 ニ發 達

シテ腔 ヲ形 成 シ,附 着 部及 ビ末梢 部 ニ向 ヒテ増 大

シ,蝸 牛殼 ノ第3囘 轉 ニ達 シ,前 庭階 ニ追付 キ,

Helicotremaニ 於 テ兩者 ハ結 合 ス.即 チ二十 日鼠

ニ於 テハ詫 摩 ノ所 説 ト同樣 ニ,外 淋巴槽 ビ及 ビ前

庭階ハ 同時 ニ出現 シ,鼓 室 階ハ稍 々後 レテ出現 ス

ル モ,其 ノ後 ノ發 達ハ 詫摩 ノ所見 ト異 ナ リ,前 庭

階ハ初 原基 出現 以來急 激 ニ發 達 スル ニ反 シテ,鼓

室階ハ 最初 著 シキ發達 ヲ示 サズ シテ,後 期 ニ至 リ

テ急 ニ發達 シ,前 庭階 ニ追付 キ兩 者ハ結合 ス.即

チStreeterノ 場 合 ト少 シ ク異 ナル所 見 ヲ呈 ス.

第5章 結 論

(1) 二十 日鼠 ニ於 テ ハ 原節14ヲ 有 スル胎兒 ニ

於 テ聽 窩 ヲ認 メ ラル.

(2) 聽窩 ノ閉鎖 ハ聽 窩 ノ尾方 ヨ リ起 リ頭 方 ニ向

ヒテ進 行 シ,聽 胞 ノ最後 ノ閉鎖 部位 ハ其 ノ頭端 ニ

存 在 ス.

(3) 聽 胞 ノ最長徑 ハKrauseノ 説 ト同樣 ニ背腹

ノ方 向 ニ存 在 ス.

(4) 長 徑4-4.5mm胎 兒 ニ於 テ ハ 聽 胞 ノ頭 背

部 ハ内外 兩壁 共薄 キ骰子形 上皮 ナル モ,其 ノ他 ノ

部分ハ 厚 クLumenrandzone著 明 ニ シテMacula

communisヲ 形 成 ス.

(5) 内淋 巴管 ノ發 生 ニ就 テハKrause等 ノ説 ヲ

否定 シ,Finemannノ2次 的膨 出説(sekundare

Ausstulpung)ニ 賛 成 ス.

(6) 内淋 巴管 ノ第1原 基 ハ聽 胞 ノ頭端 ヨリ膨 出

シ テ形 成 セ ラレ,Plica verticalisノ 出現 ニ ヨ リ

テ聽胞 ノ他 ノ部分 ヨ リ境 セ ラル.

(7) 聽 胞 ノ閉鎖 部位 ハ内淋 巴管 ノ尖端 又ハ其 ノ

附近 ニハ存 在 セズ.

(8) 内淋 巴嚢 ト内淋 巴管 トノ區 別ハ形態 的 ニハ

長 徑4.5mm胎 兒 ニ於 テ,組 織 的 ニハ長徑6.8mm

胎兒 ニ於 テ認 メ ラル.

(9) 内淋 巴嚢 ハ 長徑4.5mm-6.3mm胎 兒 ニ於

テハ 單層 圓柱 上皮 ナ レ共,長 徑6.8mm胎 兒以後

ハ 單層骰子 形上 皮,長 徑16.5mm胎 兒以後 ハ著 シ

ク皺 襞 ニ富 ム.

(10) 内淋 巴管 ノ上皮 ハ初期 ニハ 圓柱 上皮 ニシ

テ,發 育 スル ニ從 ヒ骰子 形上皮 トナ リ,橢 圓嚢 管

及 ビ球 嚢管ハ 共 ニ低 圓柱 上皮 ヨ リ覆 ハル.

(11) 3半 規 管 ノ形 成ハDenis, Krause, Streeter

ノ説 ト同樣 ニ半規 管嚢 膨 出 シ,次 第 ニ扁平 化 シ,

密 着 シ,吸 收 セ ラ レ半規管 ハ形成 セ ラル.

(12) 3半 規管 形成 ノ順序 モ前 記諸 氏 ト同樣 ニ

前 →後 →外半規 管 ノ順 ニ行 ハル.

(13) Krauseノ 説 ニ從 ヘバ鉛直半 規管嚢 ト外 半

規 管嚢 ハ殆 ド同時或 ハ外半 規管嚢 ハ少 シク後 レテ

發 生 スルモ ノニ シテ,二 十 日鼠 ニ於 テモ同樣 ノ所

見 ヲ呈 ス.

(14) 3半 規管 ノ長 サハ初期 ニハ前 → 外 → 後 半

規 管 ノ順 序 ナ レ共,發 育 スル ニ從 ヒ外半規 管最 モ

長 ク,前 半規管最 モ短 シ.

(15) 3半 規管 ノ上皮 ハ初期 ニ ハ 單層骰 子形 上

皮 ニ シテ,發 育 スル ニ從 ヒ縫 際 ノ部 分 ヲ除 キ單層

扁 平上皮 ヨ リ成 ル.

(16) 縫 際 ハ長徑7.5mm胎 兒 ニ於 テ認 メラル.

(17) 壺腹部 形成 ノ順序 ハ3半 規 管 ノ ソ レニ一

致 ス.

(18) 橢 圓嚢ハ球 嚢 ト共 ニ膜 樣迷 路 ノ器 官 中 ニ

テ分化 最 モ遲 ク,其 ノ形成 ノ完了 スル ハ膜 樣 迷路

ノ形態 ノ完 成 セル時 ニ行 ハル.

(19) 橢 圓嚢 壁 ノ上皮 ハ初期 ニハ 厚 キ上 皮 ヨリ

覆ハ レ,發 育 スル ニ從 ヒ次第 ニ菲簿 トナ リ,長 徑

16.5mm以 後ハ橢 圓嚢窩 聽斑 ヲ除 キ單層扁 平上皮

又ハ單 層骰 子形 上皮 ヨリ成 ル.

(20) 橢 圓嚢 窩ハ背 腹 ニ扁平 ニ シ テ 内外 ニ長 ヰ
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管状 ヲナ シ,橢 圓嚢 ハ背腹 ニ長 キ圓柱 状,共 同脚

ハ 内外 ニ扁平 ナ ル管状 ニ シテ,橢 圓嚢 後竇 ハ 圓柱

状 ヲ呈 ス.

(21) Denisノdiverticale utriculosacculare

ハ 内淋 巴管 ノ2分 枝 ヲ發 生 スル ノ ミナ ラズ,詫 摩

ノ所 見 ト同樣 ニDuctus reuniens及 ビ前 庭盲嚢

ノ一部之 ヨリ分化 ス.

(22) Denis氏 憩室 ト球 嚢原基 ハ 全然無 關係 ノ

モ ノニシ テKrauseノ 見解 ト異 ナ リ,Denisノ 説

ニ一致 ス.

(23) Denis氏 憩 室ハ長徑4mm胎 兒 ニ於 テ初

メテ出現 シ,次 第 ニ増 強 シ,球 形 ノ膨隆 トシテ認

メラ レ,長 徑8.2mm胎 兒 ニ至 リテ内淋 巴管 ノ2

分枝,Ductus reuniens及 ビ前 庭盲嚢 ノ 一部 ニ分

化 シ,膨 隆 トシ テ認 メ ラレズ.

(24) Denis氏 憩室 ノ上皮 ハLumenrandzone

ヲ有 スル重層 ノ厚 キ上皮 ヨ リ成 ル.

(25) 球 嚢原基 ハKrauseノ 家兎 ニ於 ケル ト異

ナ リ,Krauseハ 球嚢原 基ハ膜 樣迷 路 ノ内壁 ニテ,

内淋 巴管開 口部 ノ尾方 ノ部分 ノ膨 出 ニ ヨリテ形 成

セ ラ レ,發 育 スル ニ從 ヒ膜 樣迷路 ノ腹縁 ニ移動 ス

ル トナ スモ,二 十 日鼠 ニ於 テハ 内淋 巴管 開 口部 ノ

尾方 ノ膨 出ハDenis氏 憩 室 ニ シテ,球 嚢 原基 ハ之

ト關 係 ナク膜 樣迷路 ノ腹縁 ニ膨 出シ,Denis,詫 摩

ノ所見 ニ一致 ス.

(26) Krauseニ 從 ヘ バ 球嚢 ト橢 圓嚢 ト完 全 ニ

分 離 スルハ蝸牛殼 ノ2囘 轉 ヲ示 ス時 ナ レ共,二 十

日鼠 ニ於 テハ21/2囘 轉 ノ時 ニ行 ハル.

(27) 球嚢 ノ上 皮ハ初 期 ニ ハ 厚 キ重層 上皮 ヨ リ

成 ル モ,發 育 ス ルニ從 ヒ外 壁ハ 次第 ニ菲 薄 トナ リ,

長 徑20mm胎 兒 ニ於 テ ハ 球 嚢聽 斑 ヲ除 ク他 ノ部

ハ單層 又ハ2層 ノ骰子 形上皮 ニテ覆 ハル.

(28) 蝸牛殼 原基 ハ長 徑3.5mm胎 兒 ニ於 テ 認

メ ラレ,囘 轉形 成 ノ完 了 ハ 長徑20mm胎 兒 ニ於

テ行 ハ ル.

(29) 蝸牛殼 ノ神經 上皮 ニハ 長徑10.2mm胎 兒

ニ於 テ毛 細胞,支 柱 細胞 ノ分化 ヲ認 メ,Corti氏

器 官 ハ長徑20mm胎 兒 ニ至 リ完 成 ス.

(30) 橢 圓嚢後 竇 ニ於 ケルrundes Epithelge-

bildeハ 長徑5mm胎 兒 ニ於 テ初 メテ認 メ ラ レ,

長 徑20mm胎 兒 ニ至 レバ 次第 ニ退化 ノ傾 向 ヲ示

シ,コ ノ者ハ 諸氏 ノ説 ト同樣 ニMac. neglecta

Retziiト 解 釋 セ ラル.

(31) 共 同脚 ニ於 ケルZylinderepithelstreifen

ハ長徑7.5mm胎 兒 ニ於 テ初 メテ認 メラ レ,長 徑

20mm胎 兒 ニ於 テ消 失 ス.

(32) Mac. neglecta Sarasiniハ 二十 日鼠 ニ於

テハ 認 メ ラレズ.

(33) Macula communisハ 長徑10.2mm胎 兒

ニ於 テ上部聽 斑 ト下部聽 斑 ニ分離 シ,前 者 ヨ リ橢

圓嚢 窩聽 斑,前 及 ビ外 壺腹 櫛 ヲ後 者 ヨリ後壺 腹櫛,

球嚢 聽斑 ヲ分離 ス.

(34) 櫛 形成 ノ順序ハ 後 → 前→ 外 壺腹 櫛 ノ順 ニ

行 ハル.

(35) 長徑10.2mm胎 兒 ニ於 テ各神經終 末 ニハ

毛 細胞,支 柱細 胞 ノ分 化 ヲ認 メ ラル.

(36) 長徑7.3mm胎 兒 ニ 於 テ 前庭神 經節 ト螺

旋神經 節ハ初 メテ場 所的 ニ區別 セ ラル.

(37) 二十 日鼠 ニ於 ケ ルN.o ctavus (Statoa-

custicus)ハ 次 ノ如 ク分 類 ス.

N. Octavas

N. vestibularis

N. cochlearis

Ramus superior

Ramus inferior

Ramus ampullae anterioris

〃 〃 lateralis

〃 recessus utric.

〃 sacc. sup. (Voit'scher Bundel)

Ramus sacc. inf.

〃 amp. horiz.
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(38) Voit'scher Bundel ハ 發 見 ス レ共

Oort'scher Bundelハ 認 メ ラ レズ.

(39) 長 徑10.2mm胎 兒 以後 神經 司配ハ完 成 ス.

(40) 外淋 巴腔 原基 ノ出現 ハ 外 淋 巴槽,前 庭階

ハ殆 ド同時 ニシ テ,鼓 室階 ハ稍 々後 レテ出現 シ,

Streeterノ 所 見 ト少 シ ク相 違 ス.

(41) 前庭 階ハ最 初 急激 ニ發 達 スル ニ反 シ,鼓 室

階 ハ著 シキ發 達 ヲ示 サ ズシ テ,最 終階 梯 ニ至 リ急

ニ發 達 シ前庭 階 ニ追付 キ兩者ハ結 合 スル モノ ニシ

テ,外 淋巴腔 形成 機轉 ハStreeter,詫 摩 ノ場 合 ト

稍 々異 ナル所 見 ヲ呈 ス.

擱筆 スルニ臨 ミ恩 師敷 波教 授 ノ御 指導 ト御

校 閲 ノ勞 ヲ深 謝 シ,併 セテ當教 室金 津博 士 ノ

御 援助 ニ對 シ謝意 ヲ表 ス.

本論 文 ノ要 旨ハ昭 和14年2月 第51囘 岡 山

醫 學會 總會 及 ビ 同年4月 第47囘 日本解 剖學

會 總會 ニ於 テ講 演 シタル モ ノナ リ.
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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institut der Med. Fakultat Okayama 

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die morphologische Entwicklung des hautigen 

Labyrinths bei dem Mausembryo.

Von

Mitsuo Ozawa.

Eingegangen am 11. Marz 1940.

Der Verfasser hat unter Leitung von Prof. Dr. J. Shikinami Untersuchungen uber die 

morphologische Entwicklung des hautigen Labyrinths beim Mausembryo angestellt und 

dabei folgende Resultate erzielt:

I. Das Horblaschen.

1) Das Horgrubchen wird beim Mausembryo mit 14 Ursegmenten angelegt. 

2) Die Abschnurung findet immer zuerat am kaudalen Teile der Horblase statt und 

schreitet dann kranialwarts fort: die letzte Verschlussstelle der Horblase findet sich 

immer an ihrem kranialen Ende. 

3) Der grosste Durchmesser der Horblase leigt in der dorsoventralen Richtung.

II. Ductus endolymphaticus.

1) In Bezug auf die Entwicklung des Ductus endolymphaticus stehe ich im Gegen-

satz zu der Rehauptung von Krause, u.a. und muss mich der sekundaren Ausstulpungs-

theorie Finemanns anschliessen. 

2) Die erste Anlage des Ductus endolymphaticus entsteht durch die Ausstulpung 

des Dorsalteils der Horblase und wird durch das Eindringen der Plica verticalis von dem 

anderen Teile der Horblase abgegrenzt. 

3) Die letzte Verschlussstelle der Horblase findet man bei den von mir untersuchten

Tieren weder an der Spitze des Ductus endolymphaticus noch in deren Nahe.

4) Saccus und Ductus endolymphaticus werden im 5. Stadium morphologisch, im 9.

Stadium mikroskopisch unterschieden.

III. Die 3. Bogengange und die 3. Ampullen.

1) Der Bogengang bildet sich bei der Maus zuerst durch das Ausstulpen der Bogen-

tasche, die, nachdem sie allmahlich platt und verklebt geworden ist, schliesslich von ihrer 

Mitte resorbiert wird, worauf schon Denis, Krause, Streeter u.a.m. hingewiesen haben. 

2) Die Entwicklungsreihe der Bogengange ist die folgende: vorderer Bogengang, 

hinterer, und lateraler Bogengang. 

3) Nach Krause tritt die vertikale Bogentasche entweder fast gleichzeitig mit der 

lateralen auf, oder die letztere ist ein wenig verspatet. Diese Entwicklung geht bei dem 

Mausembryo in gleicher Weise vor sich.
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4) Im Fruhstadium der Entwicklung bildet das Langeverhaltnis der Bogengange 

folgende Reihe: Vorderer Bogengang-lateraler Bogengang-hinteren Bogengang. Im 

spateren Entwicklungsgange aber bezitzt der laterale Bogengang die grosste Lange und 

der vordere die kleinste. 

5) Die Anlage der Ampulla geschicht dadurch, dass diese sich von der Bogentasche 

abgliedert. Die zeitliche Anordnung der Ampullenbildung ist die gleiche, wie sie in 

Bezug auf die Bogengange beschrieben worden ist.

IV. Utriculus.

1) Von allen Organteilen des hautigen Labyrinths schnurt sich der Utriculus und 

der Sacculus am spatesten ab. 

2) Der Recessus utriculi hat die Gestalt eines ventrodorsale abgeplatteten und in 

mediolateraler Richtung langen Kanal: der Utriculus proprius ist ventrodorsal lang 

cylindrisch. 

Der Sinus superior utriculi (Crus commune) und Sinus posterior utriculi bilden einen 

mediolateral abgeplatteten Kanal.

V. Das Denis'sche Diverticulum.

1) Aus dem "Denis'schen utriculo-saccularen Diverticulum" entstehen beim Maus-

embryo auf gleiche Weise nicht nur, wie Takuma bestellte, die zwei Aeste des Ductus 

endolymphaticus, sondern auch der Ductus reuniens und ein Teil des Caecum venstibulare. 

2) Dass kein Zusammenhang zwischen dem Denis'schen Diverticulum und der 
Sacculusanlage besteht, erscheint mir als wahrscheinlich. Dies stimmt auch mit der 

Annahme Denis'uherein und steht der Krauses gegenuber.

VI. Der Sacculus.

1) Was Entstehungsort der Sacculusanlage anbelangt, so ist er von dem von Krause 

am Kaninchenembryo beschriebenen wesentlich verschieden. Nach Krause buchtet ein 

Teil der medialen Labyrinthwand aus, der kaudal von der Mundung des Ductus endo-

lymphaticus liegt und aus dieser Ausbuchtung, die sich nachher allmahlich an die Ven-

tralkante hinzieht, soll die Sacculusanlage entstehen. Beim Mausembryo wie auch bei 

den von Denis u. Takuma untersuchten Tieren ist es nicht die Sacculusanlage, die an 

dieser Stelle entsteht, sondern das Denis'sche Diverticulum, und die Sacculusanlage bildet 

sich unabhaugig davon als eigene Ausbuchtung an der Ventralkante. 

2) Beim Mausembryo ist der Sacculus im Stadium vollkommen abgeschnurt, wenn 

der Ductus cochlearis 2 1/2 Windungen (Krause gibt 2 an) zeigt.

VII. Die Cochlea.

1) Die Cochleaanlage tritt im 3. Stadium auf, die Ausbildung ihrer Windungen ist 

jedoch erst im 15. Stadium vollendet. 
2) Was die Entstehung des Cochleaneuroepithels angeht, so differenzieren sich die

Stutzzellen und die Haarzellen erst im 14. Stadium und das Corti'sche Organ ist erst im

15. Stadium vollkommen ausgebildet.
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VIII. Die Epithelverdickung.

1) Bei der Maus tritt am Sinus utriculi posterior im 6. Stadium ein rundes Epithel-

gebilde auf und verschwindet dann wieder im 14. Stadium. Ich schliesse mich der Be-
hauptung anderer Autoren an, dass dieses rundes Epithelgebilde als Macula neglecta

Retzii aufzufassen ist. 

2) Ein Zylinderepithelstreifen an der Crus communis wird im 11 Stadium sichtbar 

und verschwindet dann im 15. Stadium. 

3) Die Macula neglecta Sarasini ist bei der Maus wenig nachgewiesen worden.

IX. Die Nervenendstelle.

1) Die Neuroepithelanlage, die vom 2. bis zum 8. Stadium als einfach Macula com-

munis anzusehen ist, besteht aus geschichteten Zylinderepithelien. 

2) Aus der Maeula communis entstehen die Macula partis superioris et inferioris im 

13. Stadium. Aus der Macula part. sup. zweigen weiter die Mac. reces utric. und die Crista 

amp. ant. et lat. ab und aus der Mac. partis inf. die Crista amp. post. Mac. sacculi. 

3) Im 13. Stadium sind die Stutzzellen und die Haarzellen unterscheidbar.

X. Die Nervensorgung.

1) Ich teile den Nervus octavus folgenderweise ein.

N. Octavus

N. vestibularis

N. cochlearis

Ramus sup.

Ramus inf.

Ramus ampullae anterioris

〃 〃 lateralis

〃 recessus utric.

〃 sacc. sup. (Voit'scher Bundel)

Ramus sacc. inf.

〃 amp. post.

2) Bei der Maus trifft man das Voit'sche Bundel, das Oort'sche Bundel fehlt jedoch 

bei dieser Tierart. 

3) Vom 13. Stadium an ist die Nervenversorgung vollendet.

XI. Perilymphatische Raume,

1) Die Cisterna perilymphatica und Scala vestibuli finden ihren Anlagen fast gleich-

zeitig, die Scale tympani jedoch ein wenig spater. Dieser Befund weicht etwas von der 

Angabe Streeters ab.

2) In den fruheren Stadien erfahrt die Scala vest. eine schnelle Entwicklung, dage-

gen weist die Scala tymp. keine merkbare Entwicklung auf. Im 15. Stadium entwickelt
sich die Scala tymp. so rasch und machtig, dass sie schliesslich die Scala vest. erreicht

und sich vollig mit ihr vereinigt. 

3) Uber die Bildungsweise des perilymphatischen Systems bin ich etwas anderer 

Meinung als Streeter und Takuma. (Autoreferat)

180


